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「好き」を諦めるな。

春先から始まった、いつもと違う日常。行きたく
ても行けない、やりたくてもできない・・・。ステ
イすることには慣れたけど、やっぱり「好き」は
やめられない。またみんなで一緒に走りたいし、
歌いたいし、とにかく「好き」なことに熱中したい。
今はまず、ここ遠州が発信源となり、新しいライフ
スタイルの中で「好き」を解放してみようじゃな
いか。その先にはきっと「大きくて新しい何か」
が待っているはずだ。
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庭
師
と
し
て

遊
彩
書
画
家
と
し
て

幼
少
期
よ
り
や
っ
て
い
た
書
道
。あ
る
展
覧
会
で
、

書・画・色
、あ
ら
ゆ
る
要
素
を
取
り
込
ん
で
一つ
の
作

品
に
昇
華
す
る「
遊
彩
書
画
」の
独
創
的
な
世
界
と

師
に
出
会
い
、魅
了
さ
れ
、即
座
に
弟
子
入
り
を
願
い

出
た
。以
来
、在
る
が
ま
ま
、思
う
が
ま
ま
に
夢
中
で

作
品
を
描
き
続
け
、い
く
つ
か
の
公
募
展
で
の
受
賞
、

招
待
作
家
と
し
て
作
品
を
出
展
、天
竜
浜
名
湖
鉄
道

一
日
フ
リ
ー
絵
馬
切
符
へ
の
書・画
の
提
供
、個
展
の

開
催
な
ど
、師
か
ら
認
定
証
も
受
け
、遊
彩
書
画
家

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

一つ
の
技
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、刷
毛
や
草
な
ど
を
筆
が

わ
り
に
使
っ
て
み
た
り
、蝋
書
の
技
法
を
取
り
入
れ

た
り
、様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
実
践
し
な
が
ら
も
天
衣

無
縫
な
作
品
づ
く
り
を
目
指
す
。

紙
の
上
と
い
う
一つ
の
空
間
を
表
現
の
場
と
す
る
行

為
は
、庭
師
に
と
っ
て
の
庭
造
り
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と

同
じ
。文
字
の
み
を
書
く
の
で
は
な
く
、そ
こ
に
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
を
色
や
形
と
と
も
に
加
え
、描
く
こ
と

に
よ
っ
て
言
霊
が
カ
タ
チ
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
取
り
、向
き
合
う
姿
勢
は
、庭
師
に
も
遊
彩
書

画
家
に
も
共
通
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

山
を
譲
り
受
け
る
覚
悟

「
君
な
ら
今
の
山
の
風
景
を
壊
さ
ず
に
次
の
世
代
に

残
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」と
、知
人
か
ら
、山
の
権
利

を
譲
り
受
け
た
。そ
れ
は
庭
師
と
し
て
木
々
や
草

花
、土
や
石
と
と
も
に
生
き
る
姿
を
認
め
ら
れ
た
よ

う
で
嬉
し
か
っ
た

こ
の
場
所
は
、ま
ず
環
境
保
護
を
目
的
と
し
て
、自
然

は
極
力
残
し
な
が
ら
、い
ず
れ
は
自
然
好
き
な
気
の

合
う
仲
間
や
子
供
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
の

で
き
る
空
間
に
で
き
た
ら
と
思
う
。

そ
ん
な
山
の
中
で
書
を
し
た
た
め
た
。「
和
気
致
祥
」

気
持
ち
が
穏
や
か
で
あ
れ
ば
、自
ず
と
幸
せ
に
な
る

と
い
う
意
味
だ
。晩
夏
の
深
緑
の
色
合
い
の
中
、あ
え

て
今
回
は
墨一色
で
筆
を
運
ん
だ
。昂
ぶ
る
気
持
ち
を

抑
え
、穏
や
か
で
あ
ろ
う
と
こ
の
言
葉
を
選
び
書
き

あ
げ
た
。

今の山の景観を生かしながら、どんな場所にしていこうかとア
イデアは尽きない。

バイクも大好きで、HDスポーツスター883が現在の愛車。

茶道は裏千家、現在は講師の免状を頂き修行中。県外の茶会
でも亭主役を務めることもある。

21
EnshuSiast Profile

Gardener

Hiroki Bito

和・洋にとらわれず、独自の感性で庭を造る
庭　楽　尾籠広記

家業の造園業を小さい頃から手伝う中、庭や公園が出来上がった時の充
実感を知り、庭師を目指すことを決意。専門学校を卒業後、造園会社での
修行を経て、2004年「庭楽」として独立開業。庭は人にとって一番身近
に自然を感じられる場所だと考え、その中に楽しみを加えた庭づくりを目
指している。幼少期から親しんだ山や川での遊び、遊彩書画や茶道を通
じて感性を磨き、和・洋にとらわれず造園、施工、管理、外構工事と外まわ
りを総合して手掛ける。今後も「ご縁・感謝の気持ちを大切に」日々精進し
ていきたい。

庭　楽
浜松市北区細江町気賀1469-12

Mobil : 090-5623-8807

LIVE   INN   ENSHUSIAST

山
や
森
か
ら
得
た

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

次
な
る
躍
動
を
生
む
。

庭
師
と
し
て一つ
の
庭
を
形
作
っ
て
い
く
時
、

テ
ー
マ
を
決
め
、必
要
な
エ
レ
メ
ン
ト
を
最
適
な
場
所
に
配
置
し
て
い
く
。

時
に
は
意
表
を
つ
い
た
試
み
で
バ
ラ
ン
ス
の
妙
を
演
出
す
る
。

書・画
の
世
界
は
、あ
た
か
も
そ
れ
を
紙
の
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
か
の
よ
う
だ
。

尾
藤
の
肩
書
き
で
あ
る「
庭
師
」と「
遊
彩
書
画
家
」。

こ
れ
は
二
つ
の
顔
で
は
な
く
、表
情
が
違
う
だ
け
の一つ
の
顔
な
の
だ
。

尾
藤
広
記

庭
師
・
遊
彩
書
画
家

「鳳凰」
第28回ミレー友好協会展 
書部門　公募優秀賞

「瀧」
第42回東洋書芸院 
公募展　瓦木賞

「夕暮れ桜と五重塔」

雨が降り、森を潤し、川となり魚が育つ。水がもたらす「恵」をテーマに大
自然の大切さを表現した作品。
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25 23Pâtissier

Sayaka Ohishi

EnshuSiast Profile EnshuSiast Profile

24Priest

Noriyoshi Ishizu

バイクを通じて、ワクワクを共有したい
大歳神社　権禰宜　石津紀祥

平安時代創建の由緒ある神社で代々神主を務める家に生まれ、学生時代
にバイクの楽しさに目覚めた石津さん。愛車はCB750Fを始め5台を所
有。浜松は『バイクのふるさと』を謳いながら、ツーリングの目的地となる
場が少ないと感じ、新しい神社のあり方として「ライダーが集える場所に
しよう」と立ち上がったのは令和へと元号が変わった2019年。ハンドル
に付ける「道楽御守」が口コミで広がり、各地からライダーが集まってくる
ようになった。今後は市内のライダースポットやお店を動画やTwitterで
発信するという。楽しみながら地域を想う気持ちは誰よりも熱かった。

延喜式　天王宮　大歳神社
https://www.ootoshi-jinja.or.jp/

twitter：@ootoshi1douraku

22Musician

Taku Kikima

地元浜松を本当の音楽の街にしたい
シンガーソングライター　聞間拓

浜松の路上がミュージシャン・聞間拓の原点。10年ほど東京に活動拠点
を移して活動していたが、ピアノとのユニット「ききまたく」の解散を機に
拠点を浜松に戻した。「どちらにしてもほとんどツアーに出てるんで、どこ
に居てもあんまり関係ないんですけどね」といいながらも、やはり浜松は
生まれ育った街。音楽で浜松を盛り上げたいという思いは強い。全国を回
る中で知り合った音楽仲間たちを浜松に呼んでライブをしたり、浜松で活
動する仲間にももっと外に出て地元以外の音楽事情を知って欲しいと語
る。「浜松を音楽の交差する街にできたら」そんな思いを胸に聞間は今日
もライブハウスで唄う。本紙P.00の「聞間拓の俺と唄え！」も必読だ。

聞間拓公式サイト
http://kikimataku.com/

Beekeeper

Yoshito Nagasaka

三ヶ日の自然、環境、そして人への感謝を忘れない
（株）長坂養蜂場　代表取締役社長　長坂善人

「三ヶ日のお陰で今まで養蜂場をやってこれた」と語る、創業85周年を迎
えた長坂養蜂場の三代目。そんな長坂養蜂場が浜松市中心街に【はつみ
つスイーツアトリエ】を出店する。「三ヶ日の良さを街中の人に伝えたい。
そして街中の人たちと一緒に何かを作りたい」さらに「三ヶ日以外の地
域のものも商品に取り入れて、その地域のことも伝えたい」。開店はもう
少し先だが、プロジェクトは進行中。ビルの屋上を使って採れたはちみつ
は、コロナ禍で大変な街中の飲食店へ無料提供する予定。常にはちみつ
の可能性を模索し続ける長坂氏、今後の展開が楽しみである。

株）長坂養蜂場
浜松市北区三ヶ日町下尾奈97-1

TEL：0120-40-1183
https://www.1183.co.jp

愛情たっぷりのケーキで、みんなを笑顔に
SAYA SWEETS GARAGE 大石紗矢香

イベント会場で一際存在感のある大きなアメ車でシフォンケーキの移動 
販売を行う大石さん。子どもの頃からケーキが大好きで、パティシエに な
る夢を叶えるため製菓学校を卒業、地元の製菓店で修行を積み、2019
年に父が作ったキッチンカーとともに独立した。愛情を込めて、一つ一つ
手づくりして焼き上げるシフォンケーキはしっとり、ふわっふわの食感。

「ケーキの前では、みんな自然と笑顔になるんですよ」と言い、多くの方 
に笑顔を届けるため、いろんな街に出掛けたいと語る。幸せを運ぶキッ 
チンカーで、今日も遠州の道を元気に走り抜けていく。

SAYA SWEETS GARAGE
http://saya-sweets.com

instagram:sayasweetsgarage
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ぺぺモーターサイクルスは、
DEGNER・godblinc・PLOT
などの正規代理店です。
お好みのライディングスタイル
をバイクのカスタムからアパレ
ルまでトータルのコーディネート
を提案します。

◆Tシャツ ： ぺぺオリジナル ラグランT
シャツ／2,709円（税抜）　◆サロペット 
： グレイスエンジニアース製　デニムサ
ロペット（GE-110）／15,000円（税抜）　
◆ブーツ ： DEGNER製　レザーブーツ

（HS-B8）／19,800円（税抜）　◆バッグ 
： DEGNER製　がま口レザーボディバッ
グ（W-107）／19,800円（税抜）　◆グ
ローブ ： ビルトウェル製　モトグローブ／
4,000円（税抜）　◆ゴーグル ： ビルトウェ
ル製　モトゴーグル／5,986円（税抜）　◆
ヘルメット ： TT&CO製　ジェットヘルメット　
500-tx／14,500円（税抜）

DEGNER製
がま口レザーボディバッグ（W-107）

19,800円（税抜）
柔らかい本革を使用した「がま口レザーボ
ディバッグ」は見た目以上にたっぷり収納で
きるので、タウンユースからツーリングまで
様々なシーンで活躍。ベルトの調整幅が広い
から、お好みで肩から掛けても腰巻きでも使
用できます。

ぺぺオリジナル ラグランTシャツ
2,709円（税抜）

当社ではオリジナルアパレルも販売してま
す。「このロゴでロンT欲しいな…」などの
オーダーもOK。ご相談ください。

Model ： AYUMI
当社創業からのお客様で、いつも明るく笑顔
で元気。趣味の釣りも愛車のKAWASAKI 
Ninja250Rで行っちゃう生粋のバイク好き。

PEPE MOTORCYCLES
https://www.pepe-motorcycles.com

〒435-0041　静岡県浜松市東区北島町1409-5　
TEL：053-581-7685　FAX：053-581-7687
営業時間 10:00～20:00　　
定休日 毎週木曜日 ＆ 第2金曜日

SOMETHINGS TO ENJOY RIDING YOUR MOTORCYCLE

KAWASAKI W650 PEPE'S ORIGINAL CUSTOM
重厚感と軽快感をミックスしたスクランブラースタイル。絶妙な
ローダウン量とアイテムをチョイスしたオリジナルカスタム。

東名高速道路浜松インターより車で南に3分
オートバイの持つ無限の可能性と魅力をご提案します。

with KAWASAKI W650

NO RIDE , NO LIFE

RIDING WEAR, GEAR, MOTORCYCLES...and MORE!

エンシュージアストがイチ推しするライダーのためのバイクウエア＆ギアコレクション

PEPE MOTORCYCLES

Pepe
MOTOR CYCLES

黒地に白抜きの場合（店舗外壁部分における看板など）

白地の場合（名刺や書類用など）

Pepe
MOTOR CYCLES
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右メンズ　◆ジャケット ： K-0698 レギュ
レータージャケット／64,000円（税抜M、
L、LL）74,000円（税抜L/3W、XL）　◆パ
ンツ ： K-1967 エクスパンドウインドカット
パンツ／21,000円（税抜）　◆グローブ ： 
K-5330 コンフォートグローブ／15,000
円（税抜）　◆ブーツ ： K-4536 モカシン
ブーツ／42,000円（税抜）　　

左レディス◆ジャケット ： KL-2807 ガル
ジャケット／45,000円（税抜）　◆パンツ 
： KL-2246 ストレッチフィットパンツ／
17,000円（税抜）　◆グローブ ： K-5323 
ライダースグローブ／9,000円（税抜）　◆
シューズ ： K-4573 ブロックフローシュー
ズ／24,000円（税抜）

K-0698
レギュレータージャケット

ソフトな革を採用したフード付レザージャ
ケット。襟周りのパターンを改良し、身頃・袖
にゆとりを持たせ、着丈も長くするなどした
マイナーチェンジモデル。

KL-2807
ガルジャケット(レディス)

伸縮性のあるソフトシェル素材を採用した
フードスタイルジャケット。袖下・脇には立体
感のあるグラフィックエンボスを施した生地
を採用しています。中綿には軽く保温性の
高いダウンライクを使用。

KUSHITANI HAMAMATSU

株式会社 デイトナ
https://www.daytona.co.jp
静岡県周智郡森町一宮4805　
TEL：0120-60-4955

株式会社 クシタニ
https://www.kushitani.co.jp
浜松市南区三島町231　TEL：053-441-2516

KUSHITANI CAFE 清水
静岡市清水区小河内885-1　TEL：054-394-0603
営業時間：平日9：00～18：00 土日祝7：00～19：00
定休日：無休

KUSHITANI CAFE 舘山寺
浜松市西区舘山寺2251-3
TEL：053-523-9169
営業時間：10：00～17：00　定休日：水・木曜日

今回登場したHONDAレブル250は、デイトナのオリジナ
ルパーツが装着された、特別なカスタム仕様。

右メンズ　◆ジャケット ： DL501 スクラン
ブラーレザージャケット／27,000円（税抜）　
◆パンツ ： DL005 レザーパンツ（メンズ）
／21,000円（税抜）　◆グローブ ： HBG-
057 内縫いウインター／12,700円（税抜）　
◆ブーツ ： HBS-005 マウンテンブーツ／
16,000円（税抜）　　

左レディス　◆ジャケット ： DL003 Wラ
イダース／29,000円（税抜）　◆パンツ ： 
DL005 レザーパンツ／21,000円（税抜）　
◆ブーツ ： HBS-005 マウンテンブーツ／
16,000円（税抜）　　

◆ヘルメット ： NOLAN N405（ソリッドスク
ラッチドクローム）／31,000円（税抜）　

トラディショナルなライダーズス
タイルにデイトナならではのこ
だわりを加えた「デイトナレザー
ス」が本格始動。ジャケットやパ
ンツはプロテクター（別売）など
を装着することも可能。乗るバイ
クを選ばない、コストパフォーマ
ンスに長けたラインナップです。

DL501
スクランブラーレザージャケット

ベジタブルタンニン牛革（COW）にWAX
加工を施した、オールドルックのスクランブ
ラースタイルジャケット。プロテクターは別売
のSAS-TECが使用可能。

DL-003
Wライダースジャケット

しっとりと柔らかい牛革を贅沢に使ったダブ
ルライダース。中綿入りのインナーベストは
脱着式なのでオールシーズンに対応。背中
がめくれ上がらないパンツジョイント付き。

NO RIDE , NO LIFE DAYTONA LEATHERS
with HONDA Rebel 250

with KAWASAKI W650
ライダーにほっとする一杯
を提供する「KUSHITANI 
CAFE」。県内は清水と舘山
寺の2店舗。ツーリングの集
合場所や休憩場所としてぴっ
たりで、カフェを通じてライ
ダー同士の交流を広げます。
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NANKAI 南海部品 Hamamatsu
with YAMAHA YZF-R6
http://www.nankaibuhin.co.jp

浜松市東区和田町847　TEL ： 053-463-0111
営業時間： 平日11:00～20:00 土・日・祝日10:00～19:00　　
定休日： 火曜日（祝祭日は営業）

右メンズ ◆ ジャケット ： SDW- 8130 ケブラーフーディージャケット／14,500円（税抜）　
左レディス ◆ ジャケット ： SDW-4127 ソフトシェルオールシーズンジャケット／31,800円（税抜）

Y'S GEAR
                   with YAMAHA XSR155

https://www.ysgear.co.jp

袋井市久能3001-8　TEL ： 0570-050814（商品お問い合わせ先）

◆ジャケット ： YAF64-K ガルジャケット／48,000円（税抜）
◆グローブ ： YAG55-K GPゼストウィンターグローブ／18,000円（税抜）

KAWASAKI PLAZA Hamamatsu
with KAWASAKI W800

https://www.kawasaki-plaza.net/hamamatsu/

浜松市西区入野町10001　TEL ： 053-415-1177
営業時間： 10:00～19:00　　定休日： 毎週水曜日、第2木曜日

◆ジャケット ： カワサキRIDERS JACKET（レディス）／99,500円（税抜）　
◆Tシャツ ： カワサキV NECK T SHIRT／6,980円（税抜）　

◆パンツ ： カワサキ×RED CARD ストレッチ側章デニム（Anniversary 25th）／23,000円（税抜）

Model : Kanna Adachi

VESPA BY KAWASHIMA MOTORS
with VESPA GTS Super150 Racing Sixties

http://www.kawashima-motors.co.jp

【川島モータース本店】　浜松市中区城北1-10-8　TEL ： 053-471-2543
営業時間： ショールーム／9:30～19:00 サービス工場／9:30～18:00

　　定休日： 毎週木曜日

◆ヘルメット ： VESPA JET HELMET ITALIAN TRICOLORE／18,000円（税抜）

Model : Nami Koga

NO RIDE , NO LIFE

Y'S GEAR

NO RIDE , NO LIFE

NO RIDE , NO LIFE

NO RIDE , NO LIFE

HONDA DREAM

NO RIDE , NO LIFE

NAP'S HAMAMATSUVESPA  BY KAWASHIMA MOTORS

Nap's Hamamatsu
with Harley-Davidson XL883N
https://www.naps-jp.com/shops/shoplist/hamamatsu/

浜松市東区原島町525　TEL ： 053-411-117
営業時間： 平日10:30～20:00 土・日・祝日10:00～20:00　　
定休日： 水曜日（祝祭日は営業）

右メンズ ◆ ジャケット ： PJ-20202 N-3B ライダース／33,800円（税抜）　
左レディス ◆ ジャケット ： PJ-20201 FUR ライダース／32,800円（税抜）

HONDA DREAM Hamamatsu
with HONDA CROSS CUB110
https://www.hm-tokai.co.jp/hamamatsu/

浜松市中区下池川町27-10　TEL ： 053-412-6330
営業時間： 10:00～19:00　　定休日： 毎週水曜日・第2火曜日

左メンズ ◆ ジャケット ： ドライマスターエクスプローラーオールシーズンジャケット／33,000円（税抜）　
左レディス ◆ ジャケット ： 防風ソフトシェルジャケット／18,000円（税抜）

NO RIDE , NO LIFE

KAWASAKI PLAZA

NO RIDE , NO LIFE

NANKAI

NO RIDE , NO LIFE
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NO RIDE , NO LIFE

DUCATI HAMAMATSU

DUCATI Hamamatsu
with DUCATI Streetfighter V4
https://www.kawasaki-plaza.net/hamamatsu/

浜松市南区安松町21−6　TEL ： 053-411-8880
営業時間： （平日）10:00～19:00 （土日）9:00～18:00　　
定休日： 毎週水曜日、第1第3火曜日

◆ ジャケット ： DUCATI OUTDOOR／36,944円（税抜）　
◆ ジーンズ ： COMPANY C3／23,981円（税抜）　
◆ ブーツ ： SCRAMBLER BY BLNST・Bloodstoneサイドゴアブーツ／34,166円（税抜）　

Harley-Davidson Hamamatsu
with Harley-Davidson Softail Street Bob
https://harleydavidson-hamamatsu.com

浜松市東区植松町1476-2　TEL ： 053-466-3210
営業時間： 10:00〜19:00（4月〜9月）、10:00〜18:00（10月〜3月）　　
定休日： 毎週火曜日、第2・4水曜日

◆ジャケット （メンズ）： 96266-21VM／17.800円（税抜）　
◆シャツ （レディース）： 96348-20VW／12.638円（税抜）　
◆グローブ ： 98324-19VM／13.026円（税抜）　
◆ヘルメット ： 98277-19JX／37.037円（税抜）　

NO RIDE , NO LIFE

HARLEY-DAVIDSON HAMAMATSU

DATZ Hamamatsu
with BMW Motorrad S1000RR

https://www.datz-bmw.jp/outline/hamamatsu/

浜松市西区湖東町3377-1　TEL ： 053-486-1200
営業時間： 10:00～19:00　　定休日： 毎週水・木曜日

◆ジャケット ： カワサキRIDERS JACKET（レディス）／99,500円（税抜）　
◆Tシャツ ： カワサキV NECK T SHIRT／6,980円（税抜）　

◆パンツ ： カワサキ×RED CARD ストレッチ側章デニム（Anniversary 25th）／23,000円（税抜）

HYOD PLUS Hamamatsu
https://www.hyod-products.com/

浜松市東区市野町2732　TEL ： 053-465-8282
営業時間： 10:00～19:00　　定休日： 毎週火曜日

◆ジャケット ： STJ544 ST-W FALX／32,900円（税抜）　
◆パンツ ： HYD530DT HYOD D3O® STYLISH CARGO PANTS“WARM LAYERD”

／21,000円（税抜）

YSP Hamamatsu
with YAMAHA NIKEN

https://www.ysp-hamamatsu.co.jp

浜松市中区茄子町353-15　TEL ： 053-465-4545
営業時間： 10:00～19:00　　定休日： 毎週水曜日

◆ジャケット ： YAS48R クロスオーバー メッシュジャケット／24,000円（税抜）

NO RIDE , NO LIFE

DATZ HAMAMATSU

NO RIDE , NO LIFE NO RIDE , NO LIFE

HYOD PRODUCTS HAMAMATSU ENSHUSIAST & MOTO SERVICE  EDGE

NO RIDE , NO LIFE

YSP HAMAMATSU

PRESENT

EnshuSiast
https://enshusiast.com

MOTO SERVICE EDGE
with SUZUKI GSX-R1000
https://ms-edge.jp

浜松市浜松市南区卸本町 82　TEL ： 053-424-8586
営業時間： 平日11:00～20:00 土・日・祝日10:00～19:00　　
定休日： 水曜日・ ※祝祭日が水曜日の場合は営業します。

P.30に掲載された物作り工房「さいまかなきぶん」とのコラボレーションにより、エンシュージアストのオリ
ジナルTシャツが完成しました。今後フレンドリーショップや展示会などで販売する予定ですが、まずはでき
たてのTシャツ（ブラックにゴールドのロゴ入り・メンズMサイズのみ）を抽選で3名様に、また今回撮影協力
いただいたモトサービスエッジのオリジナルワッペンを2名様にプレゼントいたします。
タイトルを「エンシュージアストプレゼント希望」とし、ご希望の商品、住所、氏名、年齢とエンシュージア
ストに対するご意見、ご希望などをお書き添えの上、下記メールアドレスまでお送りください。締め切りは
12月末日、発表は発送と替えさせていただきます。
メール： info@key-w.com

NO RIDE , NO LIFE

19  EnshuSiast EnshuSiast  18



遠州地域のバイク文化とともに。
川島モータースは創業73年を迎える、遠州地域では最も歴史のある二輪の総合販売ディーラーです。 

これまで多くの二輪メーカーとともに「バイクのふるさと」としての文化を創造してきました。
これからも川島モータースは「バイクに夢を乗せて」走り続けます。

取扱メーカー

城北本店
〒432-8011 浜松市中区城北1-10-8

TEL.053-471-2543
営業時間 ： ショールーム9：30〜19：00、サービス工場9：30〜18：00

休業日 ： 木曜日

元浜店
〒430-0942 浜松市中区元浜町76-5

TEL.053-478-0877
営業時間 ： ショールーム9：30〜19：00、サービス工場9：30〜18：00

休業日 ： 水曜日

カワサキ プラザ浜松
〒432-8061 浜松市西区入野町10001

TEL.053-415-1177
営業時間 ： 10：00〜19：00
休業日 ： 水曜日、第2木曜日

城北本店は2018年より
「ヤマハアドバンスディーラー」認定店です。

川島モータースの創業は1947年、創業者の川嶋貞一（左）から現会長の
川嶋光恵（右）が経営を引き継いだ。誰よりも仕事熱心で遠州のライダー
達から頼られる存在となった。

友人とツーリングで走るのが何より楽しかった。
手前よりヤマハXS650、川嶋会長とホンダドリームCB450、友人とヤマハXS-1。

バイクメーカーが軒を連ねていた六軒道路沿いの旧店舗。多くのライダーが憧れのバ
イクを求めて集まってきた。

SINCE 1947・・・

http://www.kawashima-motors.co.jp/

Right Place, Right Time.

 YES, IT'S  MY LIFE!
クルマ、バイク、ホビー、ガレージ、キャンプ、音楽、ガーデン・・・

「好き」を諦めない熱中人たちは皆それぞれが最高のライフスタイルを持っている。
そんなエンシュージアストが厳選した「生き方の達人」たちを一気に紹介！

Enshu
Siast's
Choice!
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熱
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シ
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。
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デ
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か
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イ
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ぶ
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す
る
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よ
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が
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カ
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精
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つ
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グ
ニ
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シ
ョ
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モ
デ
ル
。代
表
の
高
林
さ
ん
は
、ま
さ
に
生
粋
の「
エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス

ト
」。幼
少
期
に
遊
ん
だ
ト
ミ
カ
が
車
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
。父
の
運

転
で
出
か
け
た
際
も
、す
れ
違
う
車
の
名
前
を
全
て
言
え
る
ほ
ど
、幼

い
頃
か
ら
車
に
夢
中
だ
っ
た
。プ
ラ
モ
デ
ル
や
ラ
ジ
コ
ン
を
経
験
し
、大

学
で
も
車
に
乗
り
た
い
一
心
で
自
動
車
部
に
所
属
し
た
。卒
業
後
、憧

れ
の
タ
ミ
ヤ
に
入
社
し
た
の
も
必
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。入
社
し
て

最
初
に
手
に
入
れ
た
の
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
グ
リ
ー
ン
の
Ｍ
Ｇ
Ｂ
。出
社

前
の
儀
式
は
タ
バ
コ一
本
分
の
暖
気
。実
は
そ
の
時
間
で
会
社
に
着
い

て
し
ま
う
ほ
ど
の
距
離
だ
っ
た
。車
好
き
ば
か
り
の
会
社
へ
は
雨
で
も

Ｍ
Ｇ
Ｂ
で
通
っ
た
。「
車
は
僕
の
生
活
の
全
て
。趣
味
で
も
あ
り
、今
は

仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。寝
て
も
覚
め
て
も
、い
つ
で
も
車
の
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。」

カ
ス
タ
ム
の
文
化
を
伝
え
て
い
く

高
林
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
は
、年
代
や
ジ
ャ

ン
ル
に
よ
っ
て
異
な
る「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
文
化
」と
向
き
合
う
。リ
ア
ル

に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
造
形
は
、元
と
な
る
実
車
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
綿
密
に
取
材
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
実
車
の
な
い
モ
デ

ル
カ
ー
は
商
品
化
し
ま
せ
ん
。大
切
に
し
て
い
る
の
は
、車
の
後
ろ
に
あ

る
乗
り
手
の
気
持
ち
や
当
時
の
文
化・ス
タ
イ
ル
で
す
。僕
が
乗
り
手
に

成
り
切
っ
て『
何
が
カ
ッ
コ
い
い
か
、自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
乗
る
か
』を
考

え
ま
す
。３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
て
も
、最
終
的
に
は
人
の
感
性
で
判

断
し
ま
す
。」モ
デ
ル
カ
ー
を
買
う
お
客
様
は
真
剣
そ
の
も
の
。ホ
イ
ー

ル
や
ス
テ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
パ
ー
ツ
選
択
、キ
ャ
ン
バ
ー
の
角
度
や
チ
リ

の
合
わ
せ
に
至
る
ま
で
。「
こ
ん
な
処
ま
で
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
に
歓
喜
し
て
、そ
の
オ
ー
ナ
ー
に
成
る
た
め
に
選
ん
で
い
く
。メ
ー

カ
ー
の
承
認
を
取
る
こ
と
も
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
。時
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
出
て
き
て
、車
の
細
部
に
至
る
ま
で
入
念
に
検
証
を
受
け
る
。修
正

指
示
が
あ
れ
ば
、現
場
に
戻
し
て
承
認
が
取
れ
る
ま
で
造
形
を
繰
り
返

す
。そ
ん
な
真
摯
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、メ
ー
カ
ー
か
ら
依
頼
を
受
け
た

商
品
も
作
っ
て
き
た
。「
匂
い
や
音
、手
触
り
な
ど
五
感
を
刺
激
す
る
内

燃
機
関
に
た
ま
ら
な
く
惹
か
れ
ま
す
。カ
ス
タ
ム
車
の
モ
デ
ル
カ
ー
を

作
る
こ
と
で
、車
の
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

好
き
を
極
め
た
究
極
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

車
以
外
の
趣
味
は
サ
ー
フ
ィ
ン
。20
代
か
ら
始
め
て
、今
で
も
週
１
回
は

必
ず
波
に
乗
り
に
い
く
。「
そ
の
頃
、Ｍ
Ｇ
か
ら
ボ
ル
ボ
に
乗
り
換
え
ま

し
た
。サ
ー
フ
ィ
ン
に
行
く
の
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番
合
っ
て
い
る
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は
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か
っ
て
考
え

て
。」生
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変
わ
れ
ば
、車
も
変
え
る
。ガ
レ
ー
ジ
に
収
ま
る
４
台
も

タ
イ
プ
は
さ
ま
ざ
ま
。当
然
出
か
け
る
時
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
合
っ

た
服
装
で
運
転
す
る
。車
が
生
活
の一
部
に
ま
で
な
る
と
、も
は
や
そ
の

人
自
身
の
ス
タ
イ
ル
と
な
る
好
例
で
あ
る
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
る

時
が
、唯
一〝
無
〟に
な
れ
る
時
間
で
す
。だ
か
ら
週
一
で
波
に
乗
っ
て
、自

分
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。帰
っ
て
き
た
ら
、ま
た
車
の
こ
と
を
考
え
続
け
る

日
々
で
す
ね
。」子
ど
も
の
頃
、す
れ
違
う
車
の
名
を
そ
ら
ん
じ
て
い
た

少
年
は
、今
で
は
気
に
な
る
車
を
見
る
と
次
の
モ
デ
ル
の
こ
と
を
考
え

て
し
ま
う
と
い
う
。「
街
で
見
か
け
て
気
に
な
る
車
は
大
抵『
い
い
顔
し

て
る
』。昔
か
ら
車
を
見
る
と
人
間
の
顔
に
見
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

よ
。今
乗
っ
て
い
る
車
も
み
ん
な
い
い
顔
ば
か
り
。最
近
は『
優
し
い
顔
』

に
乗
る
こ
と
が
多
い
か
な
。」車
の
こ
と
を
飾
ら
ず
饒
舌
に
語
る
高
林

さ
ん
、に
こ
や
か
に
話
す
姿
は
最
高
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

お問い合わせ ： 株式会社ティーケー．カンパニー
TEL. 053-545-3436 
〒437-1203　浜松市東区有玉北町2071
https://ig-model.com/
※オフィスでのミニカーの販売はおこなっておりません。

1/43 Nissan Laurel 2000SGX (C130)  Green
ローレル（C130)前期型のカスタム仕様を1/43スケールレジンモデ
ルで再現。ハヤシストリート14インチホイールにローダウン仕様。
メッキミラー、ノーマルシート、マニュアルシフト、ダットサンコンペティ
ションハンドル、「TS-X10」スピーカー、デュアルマフラー装着。
発売中　￥19,250  (税込)

1/18 Nissan Skyline 2000 GT-X (GC110)  Silver
Skyline 2000 GT-X (GC110) ヨンメリをベースにしたカスタム
仕様を1/18スケールレジンモデルで再現。ハヤシストリート14イン
チホイールに引っ張りタイヤ＆ローダウン仕様。フロントリップスポイ
ラー、リヤスポイラー、デュアルマフラー、内装はノーマル仕様。
2020年11月発売　￥30,250 (税込)

1/18 Nissan Skyline 2000 GT-ES (C210)  Black
スカイラインジャパン前期型（C210）のカスタム仕様を1/18スケール
レジンモデルで再現。RSワタナベ15インチホイールにローダウン仕様。
前後オーバーフェンダー、フロントリップスポイラー、フェンダーミラー、
シングルマフラー、サイドストライプ、モモタイプステアリング装着。
2020年12月発売　￥30,250 (税込)

TAKABAYASHI'S
COLLECTION

それぞれにストーリーを背負った名車たち。
'67 ジュリア・スプリントはレース仕様を街
乗りに戻したカフェレーサー風。'76 ポル
シェ・911Sはタミヤがモデル化するために
実車をばらしたという伝説を持つ。'86 ベン
ツ300TDは京都の内科医の奥さんが乗っ
ていたエレガントな1台。

Enshu
Siast's
Choice!

'92 デルタ・HFインテグラーレ（エヴォI）は
WRCのホモロゲモデル。ホイールはスピー
ドライン、ウィングも立てて当時のWRC仕
様のイメージで仕上げた。手に入れた名車
を自分のイメージに合わせ細かくカスタマ
イズする。

Right Place, Right Time.

 YES,  IT'S   MY  LIFE!
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ガレージのメリットを最大限に
活用した、ベストなスタイル。
ダイナオ ガレージ ファクトリー【 磐田市 】代表  大石博和

時
代
が
求
め
る
理
想
の
ガ
レ
ー
ジ
空
間

レ
ー
シ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
ウ
ル
フ
カ
ラ
ー

の
Ｇ
Ｓ
Ｘ
ー
Ｒ
１
１
０
０
。壁
に
は
レ
ザ
ー
ス
ー
ツ
と
レ
プ
リ
カ
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
飾
ら
れ
る
。憧
れ
の
ラ
イ
ダ
ー
の
パ
ネ
ル
や
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
飾

ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
数
々
。レ
ー
シ
ン
グ
チ
ェ
ア
に
身

を
委
ね
な
が
ら
、気
に
な
るY

ouTube

動
画
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。ハ
ー

レ
ー
乗
り
に
絶
大
な
支
持
を
受
け
る
ダ
イ
ナ
オ
ガ
レ
ー
ジ
代
表
の
大

石
さ
ん
。こ
こ
は
新
し
く
提
案
す
る
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
愛
す
る
オ
ー

ナ
ー
の
た
め
の
夢
空
間
。「
実
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
ウ
ル
フ
は
Γ（
ガ
ン
マ
）し

か
出
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、敢
え
て
そ
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
に
し
た
ん
だ

よ
。」ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
大
石
さ

ん
だ
が
、若
い
頃
は
Γ
や
Ｒ
Ｚ
で
峠
の
走
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。以
前

よ
り
Ｇ
Ｓ
Ｘ
ー

Ｒ
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、程
度
の
良
い
個
体
が
見
つ

か
り
、そ
の
購
入
を
機
に
今
回
の
ガ
レ
ー
ジ
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ

た
。レ
ー
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
ガ
レ
ー
ジ
だ
が
、同
時
に
今
の
時

代
に
あ
っ
た
も
う
一つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
て
い
る
。ポ
イ
ン
ト

は
屋
根
に
取
付
け
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
。そ
こ
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄

電
し
た
電
気
が
供
給
さ
れ
る
た
め
、Ｐ
Ｃ
を
持
ち
込
ん
で
ガ
レ
ー
ジ

で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
と
な
っ
た
。電
気
を
引
き
込
む
工
事
が

い
ら
な
い
こ
と
で
、自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
な
ど
設
置
場
所
の
自
由

度
も
格
段
に
広
げ
て
い
る
。さ
ら
に
電
気
が
使
え
て
、鉄
骨
を
骨
組
み

に
す
る
強
固
な
構
造
は
い
ざ
と
い
う
時
に
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
も

活
用
で
き
る
。コ
ロ
ナ
禍
や
毎
年
の
よ
う
に
襲
う
災
害
に
よ
り
、ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
急
激
に
変
化
す
る
今
の
時
代
に
合
っ
た
最
良
の
ス
タ

イ
ル
と
言
え
る
。

ガ
レ
ー
ジ
へ
の
た
だ
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り

大
石
さ
ん
が
手
が
け
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ガ
レ
ー
ジ
は
、ユ
ー
ザ
ー
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
何
よ
り
大
事
だ
と
語
る
。ガ
レ
ー
ジ
に
入
れ
る
バ
イ

ク
や
車
は
も
ち
ろ
ん
、バ
イ
ク
歴
や
好
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル・家
族
構

成
、設
置
場
所
な
ど
、一
人
一
人
で
違
う
理
想
の
空
間
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
綿
密
に
打
合
せ
す
る
。そ
の
上
で
、実
際
の
使
い
や
す
さ
を
考
え

て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。「
僕
は
自
分
が
バ
イ
ク
や
車
に
乗
る

の
が
大
好
き
。だ
か
ら
お
客
さ
ん
と
同
じ
目
線
で
、そ
の
人
に
合
っ
た
ガ

レ
ー
ジ
を
提
案
し
ま
す
。憧
れ
の
ガ
レ
ー
ジ
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で

欲
し
い
か
ら
、細
か
い
部
分
ま
で
使
い
勝
手
の
良
さ
を
追
求
し
ま
す
。」

バ
イ
ク
を
出
し
入
れ
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
な
ど
、ベ
テ
ラ
ン
な
ら
気

に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
、ビ
ギ
ナ
ー
は
不
安
に
感
じ
る
。オ
ー
ナ
ー
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
た
ガ
レ
ー
ジ
だ
か
ら
、出
来
上
が
っ
た
時
に
は
心
か

ら
感
謝
さ
れ
、完
成
を
喜
ぶ
笑
顔
は
本
物
だ
。

好
き
だ
か
ら
、ス
タ
イ
ル
は
進
化
を
続
け
る

最
近
の
自
慢
は
Ｓ
U
Ｎ
O
Ｃ
O
オ
イ
ル
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
最

終
型
パ
ブ
リ
カ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
た
Ｇ
Ｍ
Ｃ 

Ｃ
ー

10
と

と
も
に
、走
り
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
堪
ら
な
い
と
い
う
。「
Ｃ
ー

10
は

結
構
気
を
つ
か
う
車
。チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
た
エ
ン
ジ
ン
は
パ
ワ
ー
が
強

烈
。ち
ょ
っ
と
踏
ん
だ
だ
け
で
リ
ア
が
滑
り
出
す
。も
う
少
し
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
詰
め
た
い
と
こ
ろ
だ
ね
。パ
ブ
リ
カ
は
絶
妙
な
サ
イ
ズ
感
で
、大
阪

へ
出
か
け
た
時
も
ス
イ
ス
イ
と
走
っ
て
気
持
ち
良
か
っ
た
よ
。」走
り
と

と
も
に
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
る
の
が
大
石
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
。娘
さ
ん

の
た
め
に
作
っ
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
使
い
勝
手
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ

ン
テ
イ
ス
ト
溢
れ
る
内
装
で
、ま
る
で
本
場
の
ダ
イ
ナ
ー
に
来
た
気
分

に
さ
せ
る
。「
ガ
レ
ー
ジ
は
夢
の
空
間
だ
か
ら
、使
い
勝
手
が
い
い
の
は

も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、機
能
だ
け
じ
ゃ
な
く
、見
た
目
の
格
好
良
さ
も
追

求
す
る
の
が
僕
の
ス
タ
イ
ル
。こ
れ
か
ら
も〝
魅
せ
る
〟ガ
レ
ー
ジ
を
作

り
続
け
た
い
」バ
イ
ク・車・ガ
レ
ー
ジ
の
こ
と
を
話
し
出
す
と
、終
わ
り

が
尽
き
な
い
。好
き
な
こ
と
を
追
求
す
る
大
石
さ
ん
の
ガ
レ
ー
ジ
ス
タ

イ
ル
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
だ
ろ
う
。進
化
し
た
新
た
な
ガ
レ
ー
ジ
の
誕
生

が
大
い
に
楽
し
み
だ
。

問い合わせ ： ダイナオガレージファクトリー
TEL. 0538-55-6655
営業時間 ： 9：00〜18：00    定休日 ： 土曜日・日曜日・祝日
〒437-1203 磐田市福田3101-1

http://dainao.net

1970 CHEVROLET C-10 
大石さんと同じ年生まれのC-10。エンジンルーム内まで
フルカスタムされるが、有り余るパワーにミッションが悲
鳴を上げる事も。

1990 PUBLICA PICKUP 
GAO NISHIKAWA氏がデザインし、先日のTVWでも
大きな注目を集めた。SUNOCO GARAGEにぴったり
と収まり、小気味良い走りが持ち味の１台。

1990 GSX-R1100 
油冷最終型のR1100。純正のような佇まいのウォル
ターウルフカラーは実はΓの限定仕様のみで、解る人に
は堪らない通好みのカスタム。

OHISHI'S  COLLECTION

これぞバイク乗りの夢の空間。走って良し、
いじって良し、眺めて良し。天気や季節に左
右されず、好きな時に好きなように楽しめ
る。愛車の横でテレワークすれば、ステイ
ホームも怖くない。

Enshu
Siast's
Choice!

Right Place, Right Time.

 YES,  IT'S   MY  LIFE!
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家族と、仲間と。いつでもTAKE IT 　EASYなダッドスタイル。
アイアンクラフト【 菊川市 】代表  黒田憲一

ア
イ
デ
ア
と
セ
ン
ス
で
彩
ら
れ
た
趣
味
空
間

正
面
の
壁
に
は
80
年
代
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ス
テ
レ
オ
を
中
心
に
、レ

コ
ー
ド
や
A
Ｇ
Ｖ
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ヘ
ル
メ
ッ
ト・ツ
ー
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト・ト
イ
グ
ッ
ズ
の
数
々
が
並
ぶ
。ラ
ッ
ク
前
に
置
か
れ
た
Ｇ
Ｓ
４
０
０

の
赤
い
タ
ン
ク
が
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
る
。テ
ー
ブ
ル
上
に
は
葉
巻
の

シ
ガ
ー
ボ
ッ
ク
ス
。無
垢
の
鉄
板
を
張
っ
た
壁
に
は
ホ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ル
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。そ
の
傍
ら
に
年
代
物
の
グ
レ
コ
の
Ｓ
Ｇ
と
レ
ス
ポ
ー
ル

が
鎮
座
す
る
。鉄
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
ガ
レ
ー
ジ

ブ
ラ
ン
ド・ア
イ
ア
ン
ク
ラ
フ
ト
代
表
の
黒
田
さ
ん
。こ
こ
は
自
宅
横
の

屋
根
付
き
ガ
レ
ー
ジ
を
改
造
し
た
秘
密
の
小
部
屋
だ
。仕
事
が
終
わ
っ

た
あ
と
、自
分
だ
け
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
。こ
の
秘
密
基
地
で
お

気
に
入
り
の
音
楽
を
か
け
な
が
ら
葉
巻
を
楽
し
み
、模
型
づ
く
り
や
バ

イ
ク
の
整
備
を
し
つ
つ
、次
の
構
想
を
練
る
の
が
至
福
の
時
だ
と
語
る
。

「
こ
の
部
屋
に
呼
ぶ
の
は
友
達
や
昔
か
ら
の
仲
間
た
ち
だ
け
。家
族
も

下
の
子
ど
も
以
外
は
滅
多
に
入
っ
て
こ
な
い
。自
分
の
好
き
な
も
の
に

囲
ま
れ
て
、好
き
な
こ
と
を
た
だ
楽
し
む
空
間
か
な
。」

実
は
オ
ー
デ
ィ
オ
や
ギ
タ
ー
は
建
物
解
体
の
現
場
で
見
つ
け
た
も
の
。

解
体
の
仕
事
で
処
分
を
依
頼
さ
れ
た
際
、自
分
の
欲
し
い
も
の
だ
け
を

手
元
に
残
し
て
き
た
。新
品
で
は
手
に
入
ら
な
い
使
い
込
ま
れ
た
も
の

の
価
値
と
の
偶
然
の
出
会
い
、そ
し
て
黒
田
さ
ん
の
セ
ン
ス
が
、唯
一
無

二
の
心
地
よ
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

男
の
憧
れ
る
秘
密
基
地
を
形
に

こ
の
ス
ペ
ー
ス
、元
々
は
車
庫
と
し
て
建
て
た
の
で
屋
根
し
か
な

か
っ
た
と
こ
ろ
。そ
こ
に
壁
を
立
て
て
床
と
天
井
を
張
り
、扉
を
付

け
て
作
り
上
げ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
。事
務
所
や
倉
庫
建
設
・

土
木
工
事
を
本
業
に
起
業
し
、自
動
車
カ
ス
タ
ム
や
ア
ウ
ト
ド
ア

グ
ッ
ズ
な
ど
幅
広
く
事
業
展
開
す
る
黒
田
さ
ん
に
と
っ
て
、頭
の
中

に
あ
る
秘
密
基
地
を
形
に
す
る
の
は
造
作
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。簡

単
な
図
面
を
引
く
と
、あ
と
は
手
近
な
材
料
を
揃
え
、気
心
の
知
れ

た
仲
間
た
ち
と
瞬
く
間
に
居
心
地
の
良
い
空
間
に
仕
立
て
上
げ
た
。

「
男
っ
て
、こ
ん
な
秘
密
基
地
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
っ
て
絶
対
考
え
る

で
し
ょ
う
。僕
に
相
談
し
て
く
れ
れ
ば
、好
み
に
合
わ
せ
て
す
ぐ
に

作
り
ま
す
よ
。」と
気
軽
に
相
談
し
て
欲
し
い
と
い
う
。趣
味
部
屋
づ

く
り
を
夢
み
る
人
に
は
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て
見
て
も
ら
い
、様
々

な
趣
味
に
精
通
す
る
黒
田
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
作
る
過
程
は
き
っ
と

楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

好
き
な
も
の
だ
か
ら
大
切
に
思
う

自
分
の
趣
味
と
同
じ
よ
う
に
黒
田
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
。そ

れ
は
家
族
や
友
人
と
の
時
間
。趣
味
の
ア
メ
車
も
休
み
の
日
に
は
お
子

さ
ん
を
乗
せ
て
、近
場
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。自
分

だ
け
で
趣
味
を
楽
し
む
の
で
は
な
く
、家
族
と
一
緒
に
趣
味
を
楽
し
む

の
が
黒
田
流
。こ
の
日
は
、小
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
の
同
級
生
家
族

と
事
務
所
の
庭
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
行
わ
れ
て
い
た
。会
場
は
ア
イ
ア
ン
ク
ラ

フ
ト
の
工
房
兼
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
も
あ
る
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
ア
イ
ア
ン
ベ
ー
ス
。ア
メ
リ
カ
製
の
大
き
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー

ラ
ー
と
Ｇ
Ｍ
Ｃ
サ
バ
ー
バ
ン
の
組
み
合
わ
せ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
気
分
を
高

め
る
。「
以
前
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
時
に
実
車

を
見
て『
こ
れ
で
家
族
と
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
』と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。ま
だ
手
に
入
れ
た
ば
か
り
で
こ
れ
で
キ
ャ
ン

プ
に
行
け
て
な
い
か
ら
、早
く
家
族
と
行
き
た
い
ん
だ
よ
ね
。」廃
炉
と

な
っ
た
工
場
の
耐
火
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
自
家
製
グ
リ
ル
。

そ
こ
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
準
備
を
し
な
が
ら
、家
族
と
の
キ
ャ
ン
プ
計
画
を
語

る
黒
田
さ
ん
の
表
情
が
自
然
と
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
。自
然
体
で
趣
味
の

世
界
を
楽
し
み
な
が
ら
、家
族
や
仲
間
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
な
い
黒
田

さ
ん
の
周
り
に
は
、た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

問い合わせ ： IRON CRAFT／アイアンクラフト
TEL. 0537-26-9900
営業時間 ： 9：00〜16：00    定休日 ： 土曜日・日曜日・祝日
〒439-0037 菊川市西方5380-1
https://ironcraft.web.fc2.com

IRON PLATE　S／M サイズ 
簡単に美味しい肉が焼けると好評のIRON PLATE、気
軽に持ち運べるS／Mサイズが誕生。Sサイズ7インチ。
Mサイズ7.5インチ。

1990 GMC サバーバン 
キャンピングトレーラーと抜群の相性を見せる7代目サ
バーバン。トルクフルなエンジンは大型トレーラーも余裕
で牽引する。

1970 プリムス・バラクーダ 
アメ車好きな黒田さんがこよなく愛する1台。お子さんを
乗せて御前崎へ走るといった普段使いができるクルマ
が黒田流。

KURODA'S  COLLECTION

バイク・クルマ・キャンプ・多肉植物・・・、多彩な趣味を持つ黒田さんだが、それ以上に愛する家族・仲間との時間を大切に想う。まさに理想のダッドスタイルだ。

Right Place, Right Time.

 YES,  IT'S   MY  LIFE!

Enshu
Siast's
Choice!
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仕
事
に
流
さ
れ
な
い
！ 

自
ら
流
れ
を
作
っ
て

仕
事
に
し
て
い
く
の
が
Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
流
。

STO
C

K
’S C

O
M

PA
N

Y

【 

浜
松
市 

】
代
表  

萩
原
優
樹

気
軽
に
Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
と
呼
ん
で
く
れ
！

「
Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
」は
自
動
車
の
販
売・修
理
のS

T
O

C
K

 G
arage

、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
制
作
販
売
のSTO

C
K

 G
IFT

、南
国
観
葉
植
物

の
販
売・レ
ン
タ
ル
のSTO

C
K

 garden

を
運
営
す
るSTO

C
K

’S 
C

O
M

P
A

N
Y

代
表
の
萩
原
さ
ん
の
愛
称
だ
。

「
ス
タ
ー
ト
は
車
の
整
備
士
、で
も
自
分
が
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
、好
き

な
こ
と
を
仕
事
に
繋
げ
続
け
て
た
ら
、な
ん
か
手
広
く
や
っ
て
る
風
に

な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」と
笑
う
。仕
事
の
合
間
に
愛
し
て
や
ま
な
い
日
産

セ
ド
リ
ッ
ク
ワ
ゴ
ン
の
レ
ス
ト
ア
を
し
た
り
、バ
イ
ク
の
修
理
を
し
た

り
、活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
の
ガ
レ
ー
ジ
は
、Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
の「
秘
密
じ
ゃ

な
い
基
地
」だ
。

「
新
し
す
ぎ
ず
、古
す
ぎ
な
い
」が

Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
流
。

STO
C

K
 G

arage

社
屋
の
外
観
は
南
国
の
観
葉
植
物
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
で
飾
ら
れ
、事
務
所
内
に
は
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。整
備
工
場
内
に
増
設
さ
れ
た

ロ
フ
ト
部
分
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
制
作
の
工
房
と
ソ
フ
ァ
ー
が
置
か

れ
た
Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
の
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
Ｒ
I
Ｃ
く
ん
」や
、ち
ょ
ん
ま
げ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、Ｔ
シ
ャ
ツ

な
ど
は
こ
の
工
房
で
制
作
さ
れ
る
。デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
の
持
ち
込

み
で
、自
分
だ
け
の
オ
ー
ダ
ー
品
、贈
り
物
用
の
各
種
グ
ッ
ズ
の
制
作
の

希
望
に
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。

工
房
で
生
み
出
さ
れ
る
グ
ッ
ズ
と
、「M

O
O

N
EY

ES

」の
正
規
代
理
店

と
し
て
扱
う
グ
ッ
ズ
、そ
の
ほ
か
Ｈ
A
Ｇ
Ｇ
Ｙ
の
目
に
か
な
っ
た
品
揃
え

で
、近
日
中
に
１
階
に
シ
ョッ
プ
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、若
い
世
代
に
も
っ
と
車
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、個

性
に
あ
ふ
れ
て
い
た
80
年
代
、90
年
代
の
新
し
す
ぎ
ず
古
す
ぎ
な
い
車

を
集
め
て
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
中
。

揺
れ
る
葉
っ
ぱ
に
南
国
を
思
う
。

ソ
テ
ツ
や
ヤ
シ
に
始
ま
っ
て
、南
国
の
植
物
に
興
味
を
持
ち
、つ
い
に
は

シ
ョッ
プ「STO

C
K

 garden

」を
開
く
ま
で
に
。「
単
に
観
葉
植
物
と

い
う
の
で
は
な
く
て
、個
性
的
な
南
国
の
植
物
の
ス
タ
イ
ル
に
惚
れ
ま

し
た
」と
い
う
だ
け
に
、シ
ョッ
プ
に
は
他
で
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か

れ
な
い
レ
ア
な
品
種
が
並
ぶ
。

塗
料
を
扱
う
知
人
と
の
コ
ラ
ボ
で
、空
気
清
浄
効
果
の
あ
る
塗
料
を

塗
っ
た
鉢
と
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
、電
気
や
機
械
の
い
ら

な
い
空
気
清
浄
機
と
し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
活
動
も
模
索
中
だ
。

グ
ッ
ズ
、南
国
の
観
葉
植
物
の
ネ
ッ
ト
通
販
の
サ
イ
ト
も
構
築
中
。楽
し

み
な
が
らY

ouTube

で
の
動
画
配
信
を
す
る
な
ど
、ウ
ェ
ブ
上
で
も

STO
C

K
'S W

O
R

LD

を
拡
大
中
だ
。

持
ち
前
の
明
る
さ
で
、周
り
も
巻
き
込
ん
で
元
気
に
す
る
よ
う
な
パ

ワ
ー
を
持
つ
萩
原
さ
ん
。興
味
の
先
に
は
い
つ
も
仲
間
や
家
族
が
笑
っ

て
暮
ら
し
、働
き
、楽
し
め
る
世
界
が
見
え
て
い
る
よ
う
だ
。

お問い合わせ ： 株式会社STOCK'S
STOCK Garage / GIFT　
TEL. 053-570-5827
〒431-3114 浜松市東区積志町1164-2

STOCK garden　　
TEL. 080-7263-5090
〒433-8114 浜松市中区葵東1-8-17

HAGGYこと萩原さんの仕事の場であり、夢が詰め込まれた場所であるガレージ。

Right Place, Right Time.

 YES,  IT'S   MY  LIFE!

1996 NISSAN CEDRIC WAGON Y30
現在の愛車であるY30。CEDRIC愛からオリジナルキャ
ラクターの名前も「RIC」と名付けた。もう一台同型の
Y30をレストア中。

2009 TOYOTA HIACE WIDE BODY
ヘッドライトを愛嬌のある丸目に換装され、サイドのウッ
ド調の大判ステッカーはSTOCK Garageオリジナル
商品。

NIKE Air Jordan
バスケ部であったこともあり大のJordanファン。手の届
く範囲で集めたコレクションの中には海外でしか手に入
らないレア物も。

HAGGY'S  COLLECTION
Enshu
Siast's
Choice!

整備工場のロフト部分の工房。ここで作られたグッズは事務所内の販売コーナーに並べられている。STOCK garden店舗にはレアな品種が並ぶ。

STOCK'S CHANNEL

29  EnshuSiast EnshuSiast  28



「
ざ
い
ま
か
な
き
ぶ
ん
」は
、U
V
プ
リ
ン
ト
、レ
ー
ザ
ー
加
工
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー
な
ど
で
、好
き
な
画
像
、写
真
、デ
ザ
イ
ン
か
ら
ス
テ
ッ
カ
ー
や
T
シ
ャ
ツ
と
い
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
作
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
工
房
だ
。今
回
、G
S
X
2
5
0
R
オ
ー

ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
代
表・細
井
さ
ん
が「
ク
ラ
ブ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
り
た
い
！
」

と
相
談
。打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、納
得
の
逸
品
が
完
成
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
制
作
な
ら

「
ざ
い
ま
か
な
き
ぶ
ん
」に
お
ま
か
せ
！

オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
細
井
さ
ん
が
作
り
た
い

の
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
と
Ｔ

シ
ャ
ツ
。そ
の
ほ
か
に
ど
ん
な
も
の
が

で
き
る
の
か
相
談
し
よ
う
と
、メ
ン

バ
ー
と「
ざ
い
ま
か
な
き
ぶ
ん（
以
下

ざ
い
ま
か
）」へ
。

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ン
プ
ル
を
見
せ
て
も
ら
い

「
こ
う
い
う
の
も
作
れ
る
ん
だ
！
」「
あ
ん
な

も
の
も
こ
ん
な
も
の
も
欲
し
い
！
」と
メ
ン

バ
ー
は
大
盛
り
上
が
り
。コ
イ
ン
ケ
ー
ス
や

ス
マ
ホ
カ
バ
ー
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

も
の
も
作
れ
る
と
聞
い
て
夢
が
ふ
く
ら
む
。

ま
ず
は
グ
ッ
ズ
に
入
れ
る
絵
柄
を
検
討
す
る
こ

と
に
。京
都
在
住
の
ク
ラ
ブ
の
デ
ザ
イ
ン
担
当
さ

ぶ
ち
ゃ
ん
が
制
作
し
た
デ
ー
タ
を
、ざ
い
ま
か
と

も
共
有
し
て
、デ
ー
タ
の
作
り
込
み
方
を
含
め
て

相
談
を
重
ね
て
い
っ
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
今
回
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
決

定
。胸
に
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
、背
面
に
メ
ン
バ
ー

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
個
別
に
プ
リ
ン
ト
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。Ｔ
シ
ャ
ツ
に
直
接
プ
リ
ン
ト

で
き
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
対
応
だ
。ス
テ
ッ
カ
ー

も
い
く
つ
か
挙
げ
た
候
補
の
中
か
ら
３
種
類
を

制
作
。耐
候
性
が
強
い
か
ら
バ
イ
ク
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
貼
っ
て
も
色
あ
せ
の
心
配
は
無
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
、今
後
の
検
討
材
料
と
し
て
、さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
テ
ム
を
特
別
に
制
作
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

完
成
の
連
絡
を
受
け
、再
び
メ
ン
バ
ー
と
ざ
い
ま

か
へ
。早
速
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
袖
を
通
し
て
記
念
撮
影

大
会
。自
分
た
ち
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

数
々
に
大
満
足
だ
。ざ
い
ま
か
の
ス
タ
ッ
フ
も
バ

イ
ク
好
き
な
だ
け
に
、「
こ
ん
な
の
あ
る
と
嬉
し

い
よ
ね
」と
、し
っ
か
り
ツ
ボ
を
押
さ
え
て
提
案

し
て
く
れ
る
。さ
て
、次
は
何
を
作
ろ
う
か
。

同じバイクに乗る者同士って不思
議な連帯感がありますよね。それを
表現できるようなオリジナルグッズ
を前から作ってみたかったんです。
いろいろ相談に乗ってもらって納
得のグッズができて大満足です！

自分の考えたデザインが、カタチに
なって仲間と共有できるのは嬉し
いですね！思った以上の展開と仕
上がりに感激です！

同じ車種でありながら５者５様のそれぞれ個性的なカスタムが施
されたSUZUKI GSX250R。グッズの納品に合わせて集結。

ざいまかなきぶん　運営：株式会社リレイズ
〒430-0906　
静岡県浜松市中区住吉4丁目15-7
Tel : 053-416-4155  
Fax : 053-416-4156
Mail : info@reraise-works.com
Web : www.reraise-works.com

GSX250Rオーナーズクラブ代表
細井稔生さん

GSX250R オーナーズクラブ
さぶちゃんさん（デザイン担当）

ざいまかなきぶんなら、
例えばこんなモノも
できちゃいます！

��
��

�
�������

���
�
�
��

�
���

�
�

ステッカーやTシャツの制作はもちろん、さまざまな
素材へのプリントや加工が可能です。用途や制作し
たい物に合わせ、どんな方法がベストなのか、お客
様と一緒に考え、ご提案します。
世界に一つだけの物から、仲間と揃えたい物まで、
なんでもご相談ください！

GSX250Rオーナーズクラブ・グッズ制作記
▲アクリル板に写真をプリントして作られたカレンダー

▲スマホカバー
▲ソフトコインケース

▲Tシャツ
前にはオリジナルデザインのマーク、
背面にはメンバーしれぞれの
ニックネームがプリントされている

▲ペンケース ▲キーホルダー ▲ステッカーは耐候性が高いので屋外もOK

完成まで私がばっちりサポートします！
お気軽にご相談ください！

ざ
い
ま
か
な
き
ぶ
ん

グ
ッ
ズ
制
作
担
当

磯
田 

葉
子

instagram

�������������������������

ざいまかなきぶん/代表
金城 敦子

私がご希望を
うかがいます！
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Hamburger!

雄踏町の農家の納屋で見つかった唐辛子の種
を育てたところ、鷹の爪の4倍の辛さ、トマト
並みの糖度（11度）を持つ唐辛子ができた。う
なぎの稚魚にそっくりな形から「※めっこ唐辛
子」と名付けられ、新たな遠州の名産品になり
そうな唐辛子。その塩漬けを使った刺激的な
辛さがポイントのバーガーが今回登場のエン
シュージアストバーガーです。辛いもの好きの
方はダブルめっこ（+100円）、トリプルめっこ

（+200円）と唐辛子の増量が可能です。
※めっことは養鰻が盛んだった雄踏町の方言
でうなぎの稚魚の呼称
■ 浜松市南区卸本町28 GSビル1F
TEL ： 090-8544-5356
営業時間 11:00～18:00　　
定休日 毎週木曜日

このバーガーの
ポイント！

めっこ唐辛子の塩漬け

オーダーで
作ってもらっている

GS専用バンズ

厳選の厚切りベーコン
（5mm）

特製エンシュージアスト
バーガー

GS BURGER
浜松市南区

刺
激
的
な
辛
さ
と
、
遠
州
の
う
ま
味
が
凝
縮
し
た

エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー
ガ
ー
誕
生
！

LOVES

旧き良きアメリカがテーマの掛川 U.S.A. 
Village。敷地内のMAX'S DINERではハ
ンバーガーのバンズは毎日焼き立て！さらに
パティもソースも全て自社仕込みの拘りバー
ガー！まるでL.A.を旅行してるかのような店内
で、大満足なハンバーガーをご堪能ください。
■ 掛川市領家529-1
TEL： 0537-64-6003
営業時間 平日 	 11:00～15:00（LO 14:30）	
	 17:00～21:00（LO 20:30）
      土・日曜日 	 11:00～21:00（LO 20:30）　　
定休日 毎週木曜日

キッチンカーでイベントや要請のあった店頭
でバーガーを販売するスタイルのヒロアイナ。
今回1営業日につき5食限定でスペシャルなメ
ニューを作ってくれました。こだわりのパンズ
に自家製ガーリックオイルで揚げ焼きしたサ
クッとした食感の磐田の海老芋、知る人ぞ知
る天竜・峯野牛を使った贅沢なパティ、モッツ
アレラチーズ、特製ベーコンをはさみ、タルタ
ル+うまいら味噌のソースで仕上げた遠江を
食材で一周するという逸品。
■ キッチンカーでの移動販売
Mail : takayukikitazaki@yahoo.co.jp
Instagram : hiroaina_burgerstand

天浜線「三ヶ日駅」駅舎内にある、グラニーズ
バーガー。農業を営むオーナーが、ていねい
に作る、自家菜園で採れたフレッシュ野菜、
三ヶ日牛100%のパティ、エッグ、チーズなど
何層もの具材を重ねたボリュームたっぷりの
バーガー。三ヶ日みかんサイダーとの組み合
わせが人気。売り切れ次第終了なので予約し
て行くのがおすすめ。
■ 浜松市北区三ヶ日町三ヶ日1148-3
TEL： 053-525-2202
営業時間 11:00～15:00 売り切れ次第終了　　
※土・日・祝日のみの営業

今回の企画に合わせて考え出された限定メ
ニュー「ケバブバーガー」。山盛りのキャベ
ツ、オニオン、トマトに隠れてハラペーニョ
の酢漬がピリリと味を引き締める。自慢の
100％ビーフのパティと新作ソースとの組み
合わせも最高。
■ 掛川市南1丁目6-11
TEL： 0537-29-6613
営業時間 11：00～15：00、18：00～22：00

（火曜日は夜営業なし）　　
定休日 水曜日

ボストンチーズバーガー

Toutoumi Burger

三ヶ日牛バーガー

ケバブバーガー

MAX'S DINER
掛川市

HiroAina
浜松市

グラニーズバーガー
浜松市北区

Rise Burger
掛川市

1960年代をコンセプトにしたアメリカンダイナー

遠州名物・これが元祖三ヶ日牛バーガー！

キッチンカーで駆けつける移動バーガースタンド

休日にはバイカーや車好きで賑わう人気店

「エンシュー
ジアスト見たよ」で

ハンバーガー
ご注文の方に
ポテトフライ

サービス！

「エンシュー
ジアスト見たよ」で

Toutoumi Burger
ご注文の方に
ポテトフライ

サービス！

「エンシュー
ジアスト見たよ」で

ボストンチーズバーガー
ご注文の方に
ポテトフライ

サービス！

　
　

20
20

年12月まで

　
　

20
20

年12月まで

　
　

　
　

　　2020年12月まで

「エンシュー
ジアスト見たよ」で

ケバブバーガー
ご注文の方に
ポテトフライ

サービス！

　
　

　
20

20年12月まで　

　
　

20
20

年12月まで

辛さにぶつける甘さ・
フレッシュパイン

レッドチェダーチーズ

今は無き人気店
「バーガーダイヤモンド」の

製法を受け継いだ
パティとオーロラソース

安定した美味しさのために、
産地にこだわらず、

その都度仕入れられる新鮮で
美味しい野菜を使うという

こだわらないこだわり

「エンシュー
ジアスト見たよ」で

￥1,000
のところ

￥900！

トマト＆レタス
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ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ラ
イ
ブ
っ
て
何
？

浜
松
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信

　
浜
松
の
路
上
が
原
点
。そ
こ
か
ら
音
楽
や
る
な
ら
中
央

だ
ろ
う
と
、浜
松
を
出
て
東
京
に
住
み
な
が
ら
都
内
で
自

ら
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
り
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

を
回
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
前
ま
で
バ
イ
ト
し

な
が
ら
だ
っ
た
か
ら
、あ
ん
ま
り
遠
く
へ
行
っ
た
り
、長
い

旅
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、や
っ
ぱ
り
エ
ー
ジ

さ
ん
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
土
地
に
行
っ
て
唄
っ
て
み
た
く

て
、音
楽
一
本
で
や
っ
て
い
こ
う
と
決
め
た
５
年
前
く
ら

い
か
ら
ひ
と
り
で
長
い
ツ
ア
ー
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。そ
う
な
る
と
、別
に
東
京
に
住
ん
で
な
く
て
も
い
い

か
な
っ
て
感
じ
に
な
っ
て
、７
年
や
っ
て
来
た
ピ
ア
ノ
と

組
ん
で
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
解
散
を
機
に
　
年
ぶ
り
に
拠
点
を

浜
松
に
戻
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
浜
松
で
ラ
イ
ブ
は
年
に
何
度
も
や
っ
て
き

た
け
ど
、よ
り
濃
く
て
、面
白
い
ラ
イ
ブ
を
や
っ
て
、浜
松

を
盛
り
上
げ
た
い
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

　
す
で
に
月
一
で「
交
差
点
」を
テ
ー
マ
に
ラ
イ
ブ
を
企
画

し
て
ま
す
。全
国
を
回
る
中
で
知
り
合
っ
た
、各
地
の
実
力

派
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
、浜
松
で
頑
張
っ
て
る
仲
間
を

ブ
ッ
キ
ン
グ
し
た
ラ
イ
ブ
で
す
。そ
こ
で
お
客
さ
ん
も
巻

き
込
ん
で
、お
互
い
の
音
楽
や
気
持
ち
が
交
差
し
て
活
動

の
場
や
表
現
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
う
し
、気
軽
に
溜
ま

り
場
み
た
い
に
浜
松
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
作
り
た
い
ん
で
す
よ
ね
。

　
こ
の
前
も
宇
都
宮
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
い
て
、「
Ｇ

Ｙ
Ｏ 

Ｚ
Ａ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」っ
て
振
舞
い
餃
子
付
き
の
ラ
イ

ブ
や
り
ま
し
た
。二
日
後
に
は
俺
が
宇
都
宮
に
行
く
と
い

　エ
ー
ジ
さ
ん
、
拓
君
の
浜
名
湖
ラ
イ
ブ
に
は
必
ず
参
戦

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
浜
松
の
み
な
ら
ず
、
関
東
や
関
西
、

北
陸
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
フ
ァ
ン
の
み
ん
な
と
仲
良
く
な

れ
た
り
、
熱
い
ラ
イ
ブ
も
打
ち
上
げ
も
毎
回
楽
し
み
で
す
。

　さ
て
さ
て
、
も
う
一
人
、
私
が
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
山
作
戰
さ
ん
。
熊
本
出
身
で
、
今
は
蒲
原
に

住
ま
わ
れ
て
全
国
で
ラ
イ
ブ
を
さ
れ
て
ま
す
。
去
年
、
ゲ

ス
ト
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
浜
名
湖
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
で
、
そ
の

風
貌
と
歌
声
に
一
気
に
気
持
ち
を
掴
ま
れ
ま
し
た
。
私
、

第
一
印
象
や
曲
を
聞
く
前
で
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

「
あ
、
こ
の
人
の
唄
は
き
っ
と
好
き
」
と
い
う
の
を
感
じ
て

し
ま
う
ん
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
ん
な
出
会
い
で
し
た
。
ハ

イ
ト
ー
ン
の
澄
ん
だ
歌
声
と
、
や
や
哀
し
め
の
曲
が
多
い

ん
で
す
が
、
染
み
る
ん
で
す
。
そ
し
て
滲
み
る
ん
で
す
。

　こ
の
春
に
は
静
岡
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
「
春
の
セ
ン
ま

つ
り
」
と
い
う
千
人
規
模
の
ラ
イ
ブ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た

（
も
ち
ろ
ん
私
も
行
き
ま
し
た
）。
遠
州
か
ら
は
少
し
東
の

方
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
遠
州
地
区
で
の
ラ
イ
ブ
を
積
極

的
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。
来
年
の
春
に
も
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
で「
千
人
ラ
イ
ブ
」開
催
決
定
と
の
こ
と
な
の
で
、

浜
松
か
ら
も
仲
間
を
集
め
て
み
ん
な
で
応
援
に
行
き
た
い

で
す
。

　エ
ー
ジ
さ
ん
、
拓

君
の
浜
名
湖
ラ
イ
ブ

に
は
必
ず
参
戦
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
浜

松
の
み
な
ら
ず
、
関

東
や
関
西
、
北
陸
か

ら
集
ま
っ
て
く
る

フ
ァ
ン
の
み
ん
な
と

仲
良
く
な
れ
た
り
、

熱
い
ラ
イ
ブ
も
打
ち

上
げ
も
毎
回
楽
し
み

で
す
。

　さ
て
さ
て
、
も
う

一
人
、
私
が
ぜ
ひ
紹

介
し
た
い
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
山
作
戰
さ

ん
。
熊
本
出
身
で
、

聞
間
拓
の

PROFILE
聞間 拓（ききまたく）静岡県浜松市出身。浜松の路上
で歌い手として産声をあげ、全国路上LIVE放浪後、
FMでのラジオパーソナリティを経て上京。ソロ、ユニッ
トに関わらず、圧倒的な熱量で、見る人のライブ観、人
生観をも揺さぶるスタイルとして、インディーズライブ
シーンで注目されている。
http://kikimataku.com/

う
餃
子
の
街
対
決
ラ
イ
ブ（
笑
）。

　
あ
と
、タ
マ
キ
ン
グ
っ
て
仲
間
と
ツ
ー
マ
ン
で
や
っ
て

る
イ
ベ
ン
ト
で『
タ
マ
タ
ク

47
都
道
府
県
横
断
ダ
ー
ツ
の

旅
！
』と
銘
打
っ
て
、ス
テ
ー
ジ
上
で
ル
ー
レ
ッ
ト
に
ダ
ー

ツ
投
げ
て
、す
ご
い
ラ
ン
ダ
ム
に
決
め
ら
れ
た
順
番
で
全

国
を
ま
わ
る
と
い
う
無
謀
な
ツ
ア
ー
を
こ
の
秋
や
り
ま

す
。い
ろ
ん
な
人
か
ら「
バ
カ
だ
ね
〜
、で
も
拓
た
ち
が
や

り
た
い
な
ら
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
」と
い
う
素
晴
ら
し
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
笑
）。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
外
に
も
出
て
い
き
ま
す
が
、浜

松
に
帰
っ
て
来
た
か
ら
に
は「
浜
松
ら
し
い
」、「
浜
松
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
」そ
れ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え

な
が
ら
、参
加
し
て
く
れ
た
み
ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
や

熱
い
音
楽
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。浜
松

に
帰
っ
て
来
た
か
ら
に
は「
浜
松
ら
し
い
」、、参
加
し
て
く

れ
た
み
ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
や
熱
い
音
楽
を
届
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
熱
い
音
楽
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。浜

松
に
帰
っ
て
来
た
か
ら
に
は「
浜
松
ら
し
い
」、、参
加
し
て

く
れ
た
み
ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
や
熱
い
音
楽
を
届
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

エンシュージアストの助っ人スタッフ。その働きぶりから「金の
サハラ」の異名を持つ。

エンシュージアストの助っ人スタッフ。その働きぶりから「金の
サハラ」の異名を持つ。

浜
松
歌
唄
い
交
差
点
化
計
画

今
は
蒲
原
に
住
ま
わ
れ
て
全
国
で
ラ
イ
ブ
を
さ
れ
て
ま
す
。

去
年
、
ゲ
ス
ト
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
浜
名
湖
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｓ

で
、
そ
の
風
貌
と
歌
声
に
一
気
に
気
持
ち
を
掴
ま
れ
ま
し

た
。
私
、
第
一
印
象
や
曲
を
聞
く
前
で
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
「
あ
、
こ
の
人
の
唄
は
き
っ
と
好
き
」
と
い
う

の
を
感
じ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
ん
な
出
会
い

で
し
た
。
ハ
イ
ト
ー
ン
の
澄
ん
だ
歌
声
と
、
や
や
哀
し
め

の
曲
が
多
い
ん
で
す
が
、
染
み
る
ん
で
す
。
そ
し
て
滲
み

る
ん
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
遠
州
地
区
で
の
ラ

イ
ブ
を
積
極
的
に
や
っ
て
く
だ
さ

る
そ
う
で
す
。
来
年
の
春
に
も
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
で
「
千
人
ラ
イ
ブ
」

開
催
決
定
と
の
こ
と
な
の
で
、
浜

松
か
ら
も
仲
間
を
集
め
て
み
ん
な

で
応
援
に
行
き
た
い
で
す
。

https://www.youtube.com/channel/UCjr9eyfaY_Kl6sjFb-nwzKg

「Eメジャーで行こう！」で
伝えたいこと

https://e-major.jp

　浜松の路上が原点。そこから音楽やるなら中央だ
ろうと、浜松を出て東京に住みながら都内で自らの
ライブイベントを主催したり、ライブハウスを回った
りしてました。ちょっと前までバイトしながらだった
から、あんまり遠くへ行ったり、長い旅には出られな
かったんだけど、やっぱりエージさんのようにいろん
な土地に行って唄ってみたくて、音楽一本でやって
いこうと決めた５年前くらいからひとりで長いツ
アーをするようになったんです。そうなると、別に東
京に住んでなくてもいいかなって感じになって、７年
やって来たピアノと組んでたユニットの解散を機に
　年ぶりに拠点を浜松に戻すことにしました。
　これまでも浜松でライブは年に何度もやってきた
けど、より濃くて、面白いライブをやって、浜松を盛
り上げたいって思ってます。
　すでに月一で「交差点」をテーマにライブを企画し
てます。全国を回る中で知り合った、各地の実力派
のミュージシャンと、浜松で頑張ってる仲間をブッキ
ングしたライブです。そこでお客さんも巻き込んで、
お互いの音楽や気持ちが交差して活動の場や表現
が広がればいいと思うし、気軽に溜まり場みたいに
浜松に寄ってもらえるような雰囲気を作りたいんで
すよね。
　この前も宇都宮のミュージシャンを招いて、「ＧＹ
Ｏ ＺＡ ＷＯＲＬＤ」って振舞い餃子付きのライブ
やりました。二日後には俺が宇都宮に行くとい気軽
に溜まり場みたいに浜松に寄ってもらえるような雰
囲気を作りたいんですよね。

次回ドライブインライブは

ぜひ一度
会場の雰囲気と
音を動画で
ご覧ください！
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繊
維
か
ら
始
ま
っ
て
、

バ
イ
ク
、自
動
車
、楽
器
な
ど
、

こ
の
遠
州
地
方
は

日
本
の
も
の
づ
く
り

の
歴
史
を
語
る
上
で

重
要
な
地
域
な
ん
で
す
。

遠州にはこの地が創業の場所となった世界的企業が運営

するミュージアムがある。いずれも貴重な資料や展示を無

料で見学が可能だ（予約が必要な場合あり）。

遠州ものづくりの歴史を学ぶなら行かない手はない！

あ
や
こ
先
生

生
徒
・
U
く
ん

ハ
イ
ッ

先
生
！

ガシャ
ン

ガシャ
ン
カシャ

ン
カシャ

ン

ス
ズ
キ
の
歴
史
は

織
機
か
ら
始
ま
っ
た
の
。

格
子
柄
の
織
れ
る
織
機
は

画
期
的
だ
っ
た
の
よ
。

うわ
っ動
いたっ！

当
時
の
再
現
映
像
や
、

動
き
が
あ
っ
た
り

体
験
型
の
展
示
が

多
く
て
楽
し
い
わ
ね
。

ドーン
！！

順
路
は

階
段
を
登
っ
て

３
階
か
ら
ね
！

自
社
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、遠
州
全
体
の
も
の

づ
く
り
に
つ
い
て
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
素

敵
ね
。次
は
こ
こ
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
楽
器

に
つ
い
て
学
び
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

スズキ歴史館
よ
〜
し
！

企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

巡
り
に
出
発
よ
っ
！

何
が
見
え
る

の
か
な
？

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
！

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
！

こ
の
フ
ロ
ア
だ
け

で
も
一
日
居
ら
れ

る
な
・・・
。

デ
ザ
イ
ン
や

先
進
性
が

現
在
の
車
に

受
け
継
が
れ
て
る

の
が
わ
か
る
ね
！

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
！

来
場
の
際
は

ぜ
ひ
チ
エ
ッ
ク
を
！

２
階
フ
ロ
ア
で
は
自
動
車
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら

製
造
ま
で
の
過
程
が
わ
か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

今
い
る
の
は
こ
の
辺
り
か
な
？

へ
〜
っ

遠
州
コ
ー
ナ
ー
で
は

遠
州
の
こ
と
や

も
の
づ
く
り
に
つ
い
て

楽
し
く
学
べ
る
ね
！

歴史館の名の通り、織機からはじまり
現在の車の製造ラインの説明まで
わかりやすく展示されています。

へ
〜
、

そ
う
な
ん
だ
。

＜あや子先生と学ぶ遠州ものづくりの歴史＞
企業ミュージアムへ行こう！企業ミュージアムへ行こう！

● スズキ歴史館　● ヤマハイノベーションロード　● ヤマハ発動機コミュニケーションプラザ
バ
イ
ク
や

自
動
車
の

貴
重
な
展
示
が

た
く
さ
ん
！

スズキ初の二輪車 パワーフリー号

スズキ初の普通乗用車 
フロンテ800

スズキ初の軽自動車 スズライト

スズキ歴史館
SUZUKI PLAZA

スズキは1920年に織機メーカーとして
設立して以来、今年で100周年を迎えま
した。“ものづくり”に情熱を注ぎ、現在
では二輪車、四輪車、船外機などさまざ
まな製品を生産・販売しています。
スズキ歴史館では、時代とともに歩んで
きた多くの製品と現在のクルマづくりの
様子を見学することができます。

所在地	 浜松市南区増楽町1301
開館時間	 9：00～16：30（16：30閉館）
休館日	 月曜日、年末年始、夏期休暇等
入館料	 無料
見学形態	 自由見学
入館方法	 予約制（電話またはインターネット
	 よりご予約ください）
お問合せ	 053-440-2020
予約URL	 https://www.suzuki-
	 rekishikan.jp/reserve/

3F「ものづくりの歴史」では鈴木式織機から最
新の技術まで、往年の名車たちとともに時代を
追って紹介されています。

2F「現在のクルマづくり」では開発、生産などの
現場を再現。我らが遠州の紹介ブースもあります。
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う
〜
ん
・・・

気
分
は
大
ホ
ー
ル

で
の
リ
サ
イ
タ
ル

だ
ね
。

こ
れ
は
創
業
当
時
の

オ
ル
ガ
ン
な
ん
だ
け
ど

マ
ー
ク
を
よ
く
見
て
。

あ
れ
？
何
か
違
う
・・・

ヤ
マ
○
に
な
っ
て
る
！

こ
れ
は
現
物
を

確
認
し
て
欲
し
い
ね
！

男
子
っ
て

こ
う
い
う
の

ホ
ン
ト
好
き
よ
ね
～

素材や技術のつながりをイラストで
理解できる創造の絵巻物語ね！

スーパーサラウンドシア
ター

ヤマハイノベーションロード

モノづ

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
し
か
無
い
よ
う
な
ピ
ア
ノ

や
最
新
の
ギ
タ
ー
も
試
奏
で
き
る
の
。

他
に
も
金
管
・
木
管
・
弦
・
打
楽
器

な
ど
ヤ
マ
ハ
ブ
ラ
ン
ド
の

幅
広
さ
が
わ
か
る
わ
ね
。

な
ん
か

似
合
う
わ
ね

モ
ノ
づ
く
り

に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
で
勉
強

で
き
る
の
よ
。

108.6ch

で
し
ょ
？

こ
う
な
る
と
、

も
う
一
つ
の
ヤ
マ
ハ
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
こ
と
も

知
り
た
く
な
る
ね
。

Touch
 !

プ
ロ
や
マ
ニ
ア
を

唸
ら
す
ヤ
マ
ハ
の

音
響
技
術
を
体
験

で
き
る
の
よ
。

さまざまな楽器が並んで壮観！プロミュージシャン気分で写真
が撮れる、SNS映えする撮影ポイントも随所にあり！

ピ
ア
ノ
や
管
楽
器
の

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や

加
工
に
つ
い
て
と

製
造
工
程
が
わ
か
る

展
示
だ
ね
！

ワ
ク
ワ
ク
！

ヤ
マ
ハ
は

世
界
一
の

楽
器
メ
ー
カ
ー

な
の
よ
！

音
の
シ
ャ
ワ
ー
に

包
ま
れ
て
る
み
た
い
ね

ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
の

映
像
も
幻
想
的
・・・
。

凄
い
臨
場
感
だ
ね
！

ヤ
マ
ハ
の

デ
ザ
イ
ン
っ
て

ど
れ
も
か
っ
こ
い
い

な
あ
・・・
。

そ
れ

で
は

行
っ
て

み
よ
う

こ
こ
は
ヤ
マ
ハ
の
現
在
と
未
来
へ
の
挑
戦
を
、

「
見
て
」「
聴
い
て
」「
触
れ
て
」体
験
で
き
る「
場
」。

INNOVATION
ROAD

ヤマハ企業ミュージアム

ヤマハは1887年の創業以来、現在にい
たる長い歴史の中で常に新たな挑戦を
重ねてきました。
イノベーションロードとは、こうした挑
戦の歴史の足跡と、これからも未来に向
かって歩み続けるヤマハの“道のり”をシ
ンボライズしています。

入館者数の制限を行っておりますので、必ず事前
にご予約をお願いします。
所在地	 浜松市中区中沢町10-1
予約期間	 1カ月（31日）先まで
見学時間	 当面の間、1日3回、以下の時間帯の
	 ご予約を承ります。
	 ①9：30～11：30
	 ②12：00～14：00
	 ③14：30～16：30
	 ※お1人1日1回（2時間）まで
受付人数	 各回20名まで
見学形態	 自由見学
入館料	 無料
お問合せ	 053-460-2010
予約URL	 https://yamahamuseum.
	 resv.jp

コンセプトステージでは音・音楽を愉しむ新しい
カタチやコンセプトを提案しています。

ヒストリーウォークでは、ヤマハ歴代の製品が長
大な壁面やフロアに一堂に展示されています。

音声ガイダンスで製品や展示のポイントを解説し
てくれます。
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ヤマハ発動機コミュニケーションプラザ

ボ
ロ
ボ
ロ
の
旧
車
も
ヤ
マ
ハ
発
動
機
の

凄
腕
の
職
人
が
新
車
同
様
に
蘇
ら
せ
る
。

ウォー！！

展
示
車
両
の
一
部
は
定
期
的
に

入
れ
替
え
ら
れ
る
そ
う
だ
。

G
P
優
勝
マ
シ
ン
や
往
年
の
名
車
た
ち
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
・・・
。

ポールポジションは

もらった！
頑
張
れ
〜
w

I’m 

champ
ion!

自撮りも
ばっちり

！

充電させて～！

ほ
ぉ
〜

う
り
ゃ
〜

ハ
ン
グ
オ
ン
！

調
子
に
乗
り
す
ぎ
！

今
日
勉
強
し
た
こ
と
を

復
習
し
な
が
ら

立
っ
て
な
さ
い
！

学びの日々は続く・・・

ホ
ン
ト
、遠
州
の

も
の
づ
く
り
っ
て

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

奥
が
深
い
わ
ね
。

後
は
自
習
に

し
ま
す
か
ら

自
分
で
色
々

考
え
て
・・・
。

ウェ～イ！

自
由
時
間
じ
ゃ
な
く
て

自
習
だ
っ
て

言
っ
て
ん
だ
ろ
が
・・・

し
ょ
ぼ
〜
ん

ヒヤ
ッホ
ー！

ヒヤ
ッホ
ー！

自習
だぁ
～！

自習
だぁ
～！

「
動
態
保
存
」

つ
ま
り
ち
ゃ
ん
と

動
く
状
態
に
し
て

保
存
す
る
の
よ
。

こ
ん
な
状
態
か
ら

ピ
カ
ピ
カ
に
し
ち
ゃ
う

な
ん
て
凄
い
よ
ね
！

トップリーグ・ジュビロ磐田の選手がお出迎えTénéré700 2020モデル

お
お
、新
し
い

テ
ネ
レ
だ
！

さ
あ
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の

歴
史
を
学
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

ヤ
マ
ハ
初
の

二
輪
車
Y
A
ー
1
。

「
赤
ト
ン
ボ
」の
愛
称

が
有
名
ね
。

へ
〜
、

バ
イ
ク
の
絵
本
か
、

面
白
い
ね
。

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

オ
ー
ト
バ
イ
っ
て

美
し
い
わ
ね
。

惚
れ
惚
れ
し
ち
ゃ
う
。

作
っ
て
い
る

職
人
さ
ん
の

プ
ラ
イ
ド
を

感
じ
る
！

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の

鋳
造
技
術
っ
て

ス
ゴ
イ
な
あ
！

R1
のホ
イー
ルっ
て

『
メイ
ドイ
ン遠
州
森
町
』

　
なん
だ！

ヤマハの鋳造技術「技術」展示

美
し
い
・・・
。

コミュニケーション
プラザ

ヤマハ発動機

コミュニケーションプラザは「過去・現
在・未来」と「コミュニケーション」を
キーワードにヤマハ発動機とその製品を
紹介する企業ミュージアムです。世界で
使われているさまざまな分野の製品やエ
ポックメイキングな歴史製品の数々、そ
してヤマハ発動機の最新技術や活動、情
報が集約されています。

所在地	 磐田市新貝2500
入館料	 無料
見学形態	 自由見学
開館時間、休館日、最新情報については
ホームページで確認を。
お問合せ	 0538-33-2520
予約URL	 https://global.yamaha-motor.
	 com/jp/showroom/cp/

世界で活躍したレースマシンをサーキットのスター
トライン風に展示。今にも動き出しそう。

モーターサイクルだけでなく、多岐にわたるヤマ
ハ発動機製品も数多く展示されています。

ライブラリーコーナーではヤマハ発動機の過去の
発行物やアーカイブスを楽しむことができます。
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オ
フ
ロ
ー
ド
と
の

衝
撃
的
な
出
会
い

服
部
さ
ん
が
バ
イ
ク
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
小
学
校

高
学
年
。幼
馴
染
が
Ｃ
Ｒ
80
で
モ
ト
ク
ロ
ス
を
や
っ

て
い
た
。場
所
は
天
竜
川
の
河
川
敷
。ふ
だ
ん一緒
に

遊
ん
で
い
た
友
だ
ち
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、ブ
ー

ツ
や
モ
ト
パ
ン
を
履
い
て
バ
イ
ク
で
走
っ
て
い
た
。

そ
の
姿
と
音
に
驚
い
た
。家
へ
遊
び
に
行
く
と
ス
ー

パ
ー
ク
ロ
ス（
※
）の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
い
、さ

ら
に
衝
撃
を
受
け
た
。「
バ
イ
ク
が
空
を
飛
ん
で
い

る
！
す
げ
ー
、何
だ
こ
の
人
た
ち
は
」そ
の
頃
知
っ

て
い
る
バ
イ
ク
と
言
え
ば
近
所
の
お
じ
さ
ん
が
乗

る
カ
ブ
ぐ
ら
い
。そ
れ
が
自
由
自
在
に
空
を
飛
び
、

ス
タ
ジ
ア
ム
が
大
歓
声
で
震
え
て
い
る
。そ
の
世
界

に
度
肝
を
抜
か
れ
た
。中
学
生
に
な
る
と
シ
ョッ
プ

が
主
催
す
る
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
。

草
レ
ー
ス
が
盛
ん
で
、イ
ベ
ン
ト
が
毎
週
の
よ
う
に

開
か
れ
て
い
た
時
代
。ウ
ェ
ア
も
バ
イ
ク
も
借
り
物

で
、稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
に
水
を
ま
い
た
コ
ー
ス
を

ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
走
っ
た
。レ
ー
ス
結
果
は
散
々
で

「
バ
イ
ク
っ
て
難
し
い
」と
素
直
に
思
っ
た
。

※
ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス

ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
で
開
催
さ
れ
る
モ
ト
ク
ロ
ス
の
全
米
選
手
権
の一

つ
。各
地
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
舞
台
に
し
、シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
要
素
を
含
ん
だ
コ
ー

ス
が
特
徴
。

バ
イ
ク
が
教
え
て
く
れ
た

走
る
楽
し
さ
と
自
然
の
雄
大
さ

16
歳
で
原
付
免
許
を
取
っ
て
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗

り
始
め
た
が
、二
輪
免
許
が
段
階
取
得
に
切
り

替
わ
る
こ
と
を
知
り
、急
い
で
中
型
免
許
を
取
っ

た
。当
時
流
行
っ
て
い
た
の
は
Ｃ
Ｂ
Ｘ・Ｃ
Ｂ
Ｒ・

Ｆ
Ｘ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
。走
る
こ
と
が
楽

し
く
て
、峠
道
へ
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
。19
歳

の
頃
は
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は
ま
っ
た
。最
初
は
山
梨

や
長
野
方
面
の
近
場
が
中
心
だ
っ
た
。友
人
に
誘

わ
れ
、初
め
て
北
海
道
に
行
っ
た
の
は
Ｇ
Ｓ
Ｘ
―

Ｒ
。美
味
い
も
の
だ
ら
け
の
北
海
道
。行
く
先
々

で
海
産
物
や
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
歩
き
、ラ
イ
ダ
ー

ス
ハ
ウ
ス
で
は
人
の
暖
か
さ
に
触
れ
た
。そ
の

広
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、こ
の
時
は
北
海
道
の
半

分
も
回
れ
な
か
っ
た
。「
北
海
道
を
楽
し
む
に
は

オ
フ
車
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」と
翌
年
は
Ｘ
Ｌ
Ｒ
―

Ｂ
A
Ｊ
A
で
、何
十
キ
ロ
と
続
く
林
道
を
含
め
縦

横
無
尽
に
走
り
回
っ
た
。Ｂ
A
Ｊ
A
で
回
っ
た
北

海
道
は
絶
景
と
と
も
に
、そ
の
雄
大
さ
を
存
分

に
満
喫
で
き
た
。

オ
フ
ロ
ー
ド
の

真
の
魅
力
に
目
覚
め
る

北
海
道
で
は
い
ろ
ん
な
世
代
の
ラ
イ
ダ
ー
と
話

を
し
た
。そ
れ
ま
で
バ
イ
ク
の
話
は
身
近
な
先
輩

や
友
人
た
ち
と
だ
け
。そ
れ
が
親
子
ほ
ど
も
歳
の

違
う
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ダ
ー
が
語
る
経
験
談
を
聞

い
て
、自
分
の
世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
っ
た
。北
海

道
か
ら
帰
る
と
、初
め
て
地
元
の
林
道
を
走
っ
て

み
た
。尾
根
伝
い
に
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
と
、次

か
ら
次
に
知
ら
な
い
道
が
続
い
て
い
る
。調
べ
て

み
る
と
実
は
遠
州
が
林
道
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。ま
だ
ス
ー
パ
ー
林
道
が
全
線
舗

装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
。至
る
と
こ
ろ
に
オ

フ
ロ
ー
ド
が
広
が
っ
て
い
た
。そ
の
後
セ
ロ
ー
を

手
に
入
れ
、整
備
さ
れ
た
道
だ
け
で
な
く
、横
道

に
そ
れ
て
廃
道
寸
前
の
道
を
ど
こ
ま
で
行
け
る

か
試
し
た
り
も
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
で
は
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
が
、

オ
フ
ロ
ー
ド
で
は
ゆ
っ
く
り
ト
コ
ト
コ
と
周
り
の

自
然
も
楽
し
み
な
が
ら
走
る
面
白
さ
に
気
付
か

さ
れ
た
。真
に
オ
フ
ロ
ー
ド
の
楽
し
さ
に
目
覚
め

た
の
だ
っ
た
。

「
乗
っ
て
楽
し
む
」か
ら

「
ど
う
楽
し
ま
せ
る
か
」へ

当
時
バ
イ
ク
の
情
報
は
雑
誌
が
中
心
。月
末
に
な

る
と
バ
イ
ク
雑
誌
や
ビ
デ
オ
を
買
い
漁
り
、本
代

が
２
万
円
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。オ
ン・オ
フ

か
ら
レ
ー
ス・ハ
ー
レ
ー
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

が
気
に
な
っ
た
。「
外
で
は
バ
イ
ク
で
走
っ
て
、家
で

は
雑
誌
と
ビ
デ
オ
、頭
の
中
は
バ
イ
ク
の
こ
と
だ

け
、と
に
か
く
バ
イ
ク
マ
ニ
ア
だ
っ
た
な
あ
」中
で

も
ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー・マ
ク
グ
ラ
ス
が

ヒ
ー
ロ
ー
で
、本
場
の
レ
ー
ス
が
観
た
く
て
た
ま
ら

な
く
な
っ
た
。新
婚
旅
行
で
初
め
て
飛
行
機
に
乗

り
、デ
イ
ト
ナ
バ
イ
ク
ウ
ィ
ー
ク
に
行
っ
た
。憧
れ
の

デ
イ
ト
ナ
は
バ
イ
ク
に
あ
ふ
れ
、文
字
通
り
バ
イ
ク

一
色
。ツ
ア
ー
で
行
っ
た
デ
イ
ト
ナ
の
バ
ン
ク
は
立
っ

て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
急
な
角
度
。生
で
観
る
ス
ー

パ
ー
ク
ロ
ス
に
大
興
奮
。ト
ッ
プ
ラ
イ
ダ
ー
が
次
々

披
露
す
る
ト
リ
ッ
ク
ジ
ャ
ン
プ
に
大
観
衆
と
と
も

に
熱
狂
し
た
。夢
に
ま
で
観
た
世
界
が
そ
こ
に
あ
っ

た
。「
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
ク
シ
ー
ン
は
、お
客
さ
ん

を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
を
考
え
た
超一
流
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。こ
こ
で
バ
イ
ク
に
関
わ
る
仕
事

が
し
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。帰
国
後
も
熱

は
冷
め
ず
、時
を
待
た
ず
に
家
族
と
と
も
に
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
。拠
点
に
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は

毎
週
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
。ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス

以
外
に
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｍ
Ｘ（
※
）や
ダ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
、オ
ン
ロ
ー
ド
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ク
な
ど
、様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
を
楽
し
ん
だ
。車
の
レ
ー
ス
も
盛
ん
だ
っ

た
。Ｃ
A
Ｒ
Ｔ
や
Ｎ
A
Ｓ
Ｃ
A
Ｒ
は
雰
囲
気
づ
く
り

を
含
め
、観
客
に
ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う

ア
イ
デ
ア
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
感
心
し
た
。自
分

が
乗
っ
て
楽
し
む
こ
と
か
ら
、人
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
に
興
味
が
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｍ
Ｘ

A
Ｍ
A（
ア
メ
リ
カ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
協
会
）が
主
催
す
る
モ
ト
ク
ロ
ス

全
米
選
手
権
。ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、ク
ロ
ー
ズ
ド
の
モ

ト
ク
ロ
ス
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

土
煙
を
あ
げ
て
疾
走
す
る
モ
ト
ク
ロ
ス
、大
海
原
で
波
と
格
闘
す
る

サ
ー
フ
ィ
ン
、遥
か
山
頂
に
向
か
っ
て
一
心
に
ペ
ダ
ル
を
漕
ぐ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
、自
然
の
中
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
爽

快
感
。そ
こ
に
は
専
用
の
マ
シ
ン
や
ギ
ア
が
欠
か
せ
な
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
熱
中
人
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け

る
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
専
門
店
オ
グ
シ
ョ
ー
。さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
ク
に

精
通
し
、海
外
で
の
経
験
も
持
つ
ス
タ
ッ
フ
の
服
部
さ
ん
に
、今
回
は

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
魅
力
を
中
心
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

服部賜郎　
Shiro Hattori
1972年生まれ、磐田市出身。10代からバイクにはまり、

『乗る、イジる、見る、調べる』全てが好きなバイクマニ
ア。NASCAR・スタートレックといったアメリカンカル
チャーにも精通。オグショーでは営業担当として、バイク
仕様だけでなく様々なトランポを担当する『頼れる兄貴』
的存在。本誌編集長のトランポも服部さんが担当だった。
現在の愛車はXLR-BAJA、SNAKE MOTORS K-16、
他レーサー多数。

遠州のオフ ロードをもっと楽しく。オグショーが広げる
アウトドアスポーツの世界

レインボー浜名湖のバイクスクールを体験する服部さん。バイクに乗ると心は
少年時代に戻ってしまう。

オーストラリアの赤土の大地を土煙を上げて疾走する
小栗さん。日本ではなかなか味わえないスケール感が
海外ラリーの醍醐味だ。
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や
り
た
か
っ
た
夢
を
現
実
に

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
も
バ
イ
ク
に
関
わ
る
仕
事

を
し
た
い
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。バ
イ

ク
シ
ョッ
プ
や
用
品
店
も
考
え
た
が
、メ
ー
カ
ー
や

ジ
ャ
ン
ル
に
縛
ら
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
。「
オ
ン
も

オ
フ
も
隔
て
な
く
、い
ろ
ん
な
バ
イ
ク
に
関
わ
っ

て
仕
事
が
し
た
い
」そ
ん
な
時
、モ
ト
ク
ロ
ス
を
し

て
い
る
人
が
使
っ
て
い
た
オ
グ
シ
ョ
ー
の
ト
ラ
ン

ポ
を
思
い
出
し
た
。「
そ
う
だ
、あ
そ
こ
な
ら
メ
ー

カ
ー・ジ
ャ
ン
ル
関
係
な
く
、バ
イ
ク
の
仕
事
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
」と
考
え
、履
歴
書
を
持
っ

て
面
接
に
行
っ
た
。自
分
の
バ
イ
ク
遍
歴
、や
り
た

い
こ
と
を
創
業
者
の
小
栗
さ
ん
と
熱
っ
ぽ
く
話
し

て
、気
が
つ
い
た
ら
半
日
経
っ
て
い
た
。「
明
日
か

ら
来
て
よ
」と
言
わ
れ
、翌
日
か
ら
働
く
こ
と
と

な
っ
た
。少
年
時
代
か
ら
ず
っ
と
バ
イ
ク
を
楽
し

ん
で
き
て「
バ
イ
ク
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」

そ
の
夢
が
現
実
に
変
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

い
つ
ま
で
も
夢
に
向
か
っ
て

55
歳
の
挑
戦

小
栗
さ
ん
が
現
役
引
退
後『
日
本
初
の
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
タ
ー
専
門
店
』を
開
い
て
も
う
す
ぐ
30
年
。

最
近
の
レ
ー
ス
活
動
の
中
心
は
海
外
ラ
リ
ー
だ
。

こ
れ
ま
で
U
Ａ
E
ラ
リ
ー
、オ
ー
ス
ト
ラ
ジ
ア
ン

サ
フ
ァ
リ
、Ｂ
A
Ｊ
A
１
０
０
０
、ラ
リ
ー
モ
ン
ゴ

リ
ア
な
ど
様
々
な
海
外
ラ
リ
ー
に
出
場
し
て
き

た
。そ
の
心
の
中
心
に
あ
る
の
は『
パ
リ・ダ
カ
ー

ル
』。初
め
て
挑
戦
し
た
海
外
ラ
リ
ー
で
完
走
で

き
ず
、不
完
全
燃
焼
で
終
わ
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
出

場
す
る
機
会
は
何
度
か
あ
っ
た
け
ど
、何
と
な
く

目
を
背
け
て
い
た
。色
々
言
い
訳
し
て
ね
。今
年

の
正
月
に
ラ
リ
ー
仲
間
が
ア
フ
リ
カ
エ
コ
レ
ー
ス

（
※
）で
格
闘
し
て
い
る
姿
を
ネ
ッ
ト
で
見
て『
こ

の
ま
ま
パ
リ
ダ
カ
に
行
か
な
い
と
人
生
を
後
悔
す

る
』っ
て
」そ
う
決
心
し
た
ら
、す
ぐ
に
行
動
を
始

め
た
。出
場
に
向
け
て
の
情
報
収
拾
、ラ
リ
ー
を

走
り
き
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。新
型
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
参
戦
は
少
し
先
に
な
る
予
定
だ
が
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
続
け
て
い
る
。「
今
は
毎
日
が
す
ご

く
充
実
し
て
い
る
。ラ
リ
ー
は
心
が
折
れ
た
ら
完

走
で
き
な
い
。だ
か
ら
バ
イ
ク
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ

も
取
り
入
れ
て
、楽
し
み
な
が
ら
鍛
え
て
い
る
」ス

ポ
ー
ツ
の
根
底
に
あ
る
楽
し
む
心
。そ
の
気
持
ち

を
大
切
に
す
る
精
神
が
オ
グ
シ
ョ
ー
の
ト
ラ
ン
ポ

に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

※
ア
フ
リ
カ
エ
コ
レ
ー
ス

「
パ
リ
ダ
カ
」の
創
始
者
テ
ィ
エ
リ
ー・サ
ビ
ー
ネ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、往

年
の「
パ
リ
ダ
カ
」の
舞
台
で
あ
る
北
ア
フ
リ
カ・サ
ハ
ラ
砂
漠
を
経
由
し

て
ダ
カ
ー
ル・ラ
ッ
ク
ロ
ゼ
へ
と
ゴ
ー
ル
す
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
。

２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
り
、近
年
は
本
家
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
を
凌
ぐ
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

バ
イ
ク
を
と
こ
と
ん
楽
し
め
る

環
境
を
作
っ
て
い
く

『
オ
グ
シ
ョ
ー
バ
イ
ク
部
』と
い
う
お
客
様
の
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
。元
は
オ
ン
ロ
ー
ド
ツ
ー
リ
ン
グ

し
か
経
験
の
な
か
っ
た
女
性
が
、モ
ト
ク
ロ
ス
を

始
め
て
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、SN

S

で
声
掛
け
し
て

練
習
会
を
企
画
。上
達
す
る
た
め
の
講
師
に
小

栗
さ
ん
を
招
い
た
。お
客
様
の
輪
が
自
然
と
広
が

り
、定
期
的
な
集
ま
り
と
な
っ
た
。「
バ
イ
ク
を

も
っ
と
自
由
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。オ
フ
ロ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、バ
イ
ク
に

興
味
が
あ
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来
て
欲
し
い

で
す
。お
店
や
人・場
所
な
ど
、い
ろ
ん
な
楽
し
み

方
を
僕
が
紹
介
し
ま
す
よ
」バ
イ
ク
に
限
ら
ず
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺
を
拡
大
す
る
活
動

を
続
け
る
オ
グ
シ
ョ
ー
。そ
こ
に
あ
る
の
は「
お

客
様
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
と
こ
と
ん
楽
し
み
た

い
」と
い
う
想
い
だ
。太
平
洋
か
ら
ア
ル
プ
ス
ま

で
、さ
ま
ざ
ま
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
遠
州
地
域
は

ま
さ
に
バ
イ
ク
天
国
。こ
こ
か
ら
未
来
に
つ
な
が

る
新
し
い
オ
フ
ロ
ー
ド
シ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

オグショーが広げるアウトドアスポーツの世界

遠州のオフロードをもっと楽しく。

モトクロスにはレーサーを積むトランポが欠かせな
い。プロライダー小栗伸幸の経験豊富なノウハウが細
部まで活かされている。

オグショーでは『危険は低く、楽しみは多く』を目標に
少年やビギナーライダー向けのオフロードスクールも
開催する。プロライダーが直々にレクチャーする貴重
な機会だ。この中から未来のオフロードで活躍するラ
イダーが誕生することを願っている。

モンゴルの大地を駆け抜ける小栗さん。
ライダーとしてだけでなく、近年は主催
者側のスタッフとして参加するライダー
の安全をサポートする。

詳細についてはオグショーHPをご覧ください。

〒435-0006 静岡県浜松市東区下石田町1841-1　TEL 053-421-0122  FAX 053-421-3686
営業時間／AM10:00～PM7:00まで　定休日／毎週日・月曜日
https://www.ogushow.co.jp

オグショー

with MOTORCYCLE

with SEA KAYAKING

with SURFING

with CYCLING

with CAMPING

with DOG

ホットシャワーシステム　本体価格 ￥228,000（税別）

らくらく積んでいつでも使える
どこでも温水シャワー

※その他、電源・ポンプ・給水システムが必要です。
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何
も
で
き
な
い
が
、何
で
も
や
る
。

初
め
て
デ
イ
ト
ナ
に
行
っ
た
時
、中
村
専
務（
当
時
）と

面
接
が
終
わ
る
と
、創
業
者
の（
ヘ
ン
リ
ー
）阿
部
さ
ん

か
ら「
あ
ん
た
何
が
で
き
る
の
？
」と
尋
ね
ら
れ「
何

も
で
き
ま
せ
ん
が
、何
で
も
や
り
ま
す
」と
言
っ
た
の

を
今
で
も
憶
え
て
い
る
。最
初
に
担
当
し
た
の
は
北
米・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
貿
易
業
務
。そ
の
頃
の
デ
イ
ト
ナ

は
カ
ス
タ
ム
パ
ー
ツ
を
扱
う
磐
田
の
小
さ
な
会
社
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
、８
割
ぐ
ら
い
が
貿
易
の
商
社
だ
っ
た
。

そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
に
修
行
に
行
く

同
僚
の
ケ
リ
ー
高
橋
さ
ん
か
ら
頼
ま

れ
て
国
内
営
業
を
担
当
し
た
。営
業

で
は
新
商
品
を
車
に
積
ん
で
、全
国

を
回
っ
た
。主
な
営
業
先
は
バ
イ
ク

シ
ョ
ッ
プ
。上
手
に
売
り
込
ん
で
注
文

を
取
る
の
は
苦
手
だ
っ
た
が
、商
品
の

特
徴
を
説
明
し
た
り
、お
客
さ
ん
が

何
を
望
ん
で
い
る
か
を
掴
ん
で
く
る

こ
と
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。ほ
ど
な
く

し
て
商
品
企
画
や
広
報
・
宣
伝
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
イ
ク
の
製
造
工
場
で

カ
ス
タ
ム
の
原
点
を
学
ぶ
。

真
に
ラ
イ
ダ
ー
が
求
め
る
、質
が
良
く
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
高
い
パ
ー
ツ
を
開
発
し
続
け
て
い
る
デ
イ
ト

ナ
。２
代
目
社
長
と
し
て
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
鈴
木
会

長（
以
下
、鈴
木
氏
）。バ
イ
ク
と
の
出
会
い
は
幼
い
頃

に
遡
る
。

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
た
父
が
初
め
て
手
に
入
れ
た
バ

イ
ク
。弟
と
２
人
、父
の
前
と
後
ろ
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た

の
が
原
体
験
。風
を
切
っ
て
走
る
感
覚
が
新
鮮
で
感
動

し
、楽
し
か
っ
た
。当
時
は
交
通
量
も
少
な
く
、お
お
ら

か
な
時
代
で
あ
っ
た
。自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、友
人
た
ち
と
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
を
作
っ
て
走
ら
せ

た
。そ
の
時
に
乗
れ
る
一
番
速
い
乗
り
物
に
乗
っ
て『
疾

走
』す
る
の
が
何
よ
り
好
き
だ
っ
た
。高
校
時
代
は
自
転

車
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
。ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
ト
ラ
ッ

ク
競
技
で
、静
岡
競
輪
場
や
浜
松
オ
ー
ト
の
コ
ー
ス
を

走
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。も
ち
ろ
ん
バ
イ
ク
に
興
味
が
な

い
訳
で
は
な
か
っ
た
。自
転
車
競
技
に
の
め
り
込
ん
で

い
た
時
は「
バ
イ
ク
は
不
良
、弱
音
を
吐
い
た
ヤ
ツ
が
乗

る
乗
り
物
」と
硬
派
に
言
っ
て
い
た
が
、内
心
は
違
っ
て

い
た
。就
職
す
る
と「
通
勤
の
た
め
」と
い
う
理
由
で
免

許
を
取
り
、50
㏄
の
ミ
ニ
ト
レ
を
手
に
入
れ
た
。実
は
乗

り
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

入
社
し
た
の
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
作
る
会
社
。夏
に

製
品
を
作
る
と
、冬
は
人
材
派
遣
と
し
て
他
社
に
出

向
し
た
。出
向
し
た
先
が
ヤ
マ
ハ
の
バ
イ
ク
工
場
だ
っ

た
。任
さ
れ
た
の
は
タ
ン
ク
塗
装
や
車
体
組
立
、Ｓ
Ｒ

の
ヘ
ッ
ド
加
工
な
ど
、年
ご
と
に
違
っ
た
。「『
俺
の
エ

ン
ジ
ン
が
一
番
』と
ハ
ン
マ
ー
一
つ
で
ク
ラ
ン
ク
の
芯
だ

し
を
す
る
人
が
い
た
り
、ヤ
マ
ハ
の
職
人
さ
ん
は
優

秀
な
人
が
多
か
っ
た
な
あ
」と
回
想
す
る
。塗
装
で
は

今
も
乗
っ
て
い
る
Ｔ
Ｘ
の
タ
ン
ク
を
手
が
け
た
。ヘ
ッ

ド
加
工
で
は
バ
ル
ブ
の
あ
た
り
面
を
一
番
馬
力
が
出

る
よ
う
に
公
差
の
範
囲
内
で『
調
整
』。今
に
つ
な
が
る

『
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
』や「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」の
原
点
と
言

え
る
。さ
ら
に
定
時
後
は
完
成
検
査
で
は
ね
ら
れ
た

バ
イ
ク
の『
修
理
』。検
査
票
で
は
ね
ら
れ
た
原
因
を

調
べ
、必
要
な
パ
ー
ツ
を
取
り
に
行
き
、１
台
の
バ
イ

ク
と
し
て
完
成
さ
せ
る
。若
い
か
ら
体
力
も
あ
り
、誰

に
強
制
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、た
だ
バ
イ
ク
に
触
っ

て
い
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。鈴
木
氏
に
と
っ
て
、ま
さ
に

工
場
が
バ
イ
ク
の
学
校
だ
っ
た
。

会
社
で
は
定
時
頃
に
な
る
と
、阿
部
さ
ん
か
ら「
ち
ょ
っ

と
イ
イ
？
」と
言
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
喫
煙
室
に
誘
わ

れ
た
。そ
し
て
商
品
開
発
や
パ
ー
ツ
に
つ
い
て
、雑
談
も

交
え
て
２
時
間
ぐ
ら
い
話
を
し
た
。一
通
り
話
終
わ
る

と
阿
部
さ
ん
は「
じ
ゃ
あ
ね
」と
言
っ
て
帰
っ
て
い
く
。

残
さ
れ
た
鈴
木
氏
は
そ
こ
か
ら
書
類
仕
事
な
ど
を
始

め
る
の
だ
っ
た
。「
僕
は
ヘ
ン
リ
ー
さ
ん
と
、よ
く
話
を

し
た
方
だ
と
思
う
。誘
わ
れ
て
イ
ヤ
な
顔
を
し
な
か
っ

た
か
ら
。ヘ
ン
リ
ー
さ
ん
か
ら『
こ
ん
な
事
や
り
た
い
け

ど
、ど
う
？
』と
聞
か
れ
た
り
、僕
が『
こ
れ
が
面
白
い

と
思
い
ま
す
け
ど
』と
言
っ
て
み
た
り
。と
に
か
く
い
ろ

ん
な
事
を
話
し
た
し
、教
え
て
も
ら
っ
た
」。そ
の
会
話

が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、商
品
化
し
た
も
の
も
。今
ほ
ど
プ
ロ

セ
ス
が
複
雑
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
が
あ

る
商
品
開
発
が
で
き
て
い
っ
た
。「
僕
が
思
う
に
仕
事
は

楽
し
ん
で
や
る
も
の
。商
品
開
発
で
も
言
っ
た
も
の
勝

ち
だ
し
、や
っ
た
も
の
勝
ち
。誰
か
に
言
わ
れ
て
や
る
の

で
は
な
く『
や
り
た
い
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
る

会
社
』が
伸
び
る
会
社
だ
と
思
っ
て
る
」。今
も
デ
イ
ト

ナ
に
は
こ
の
社
風
が
根
付
い
て
い
る
。こ
う
し
て
ラ
イ

ダ
ー
が
望
む
数
々
の
パ
ー
ツ
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

2005年、代表取締役社長就任時の鈴木氏。40代の半ばにしてヘンリー
氏からデイトナのバトンが託された。

やりたい人が、
やりたいことをやれる会社。

2005年、株式会社デイトナの創業者ヘンリー・アベからのバトンを受け継いだ鈴木紳一郎（現会長）。
激動の時代をどう乗り越え、どう成長させることができたのだろうか。

鈴木紳一郎
SHINICHIRO SUZUKI

（株）デイトナ会長 　
1961年生まれ、高校卒業後、ヤマハ発動機子会社を経て、阿
部商事（現（株）デイトナ）に入社。創業者の阿部氏から要請さ
れ、2代目社長に就任。現在は会長として織田社長率いるデイ
トナを傍らからサポートする。

エンシュージアスト経営学

デイトナが手がけるガレージ事業。きっかけは会長自らが購入し
たガレージから。バイクに乗れないときも、ライダーがいじったり
眺めたりして楽しめるスタイルを提案し、幅広い層に普及が広
がっている。
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経
営
哲
学
は
変
え
ず
に

独
自
の
や
り
方
を
反
映
。

阿
部
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
、鈴
木
氏
が
社
長
に

就
任
し
た
の
が
２
０
０
５
年
。２
代
目
社
長
に
就
任
し

て「
変
わ
ら
な
い
こ
と
」を
選
択
し
た
。「
デ
イ
ト
ナ
は

創
業
者
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
会
社
。う
ち
に
は
阿
部

さ
ん
の
経
営
哲
学
を
ま
と
め
た『
社
長
趣
意
書
』が
あ

り
ま
す
。そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
は
、総
て
腑
に
落

ち
る
。だ
か
ら
ガ
ラ
リ
と
変
え
る
と
い
う
選
択
肢
は
な

か
っ
た
」社
内
の
誰
よ
り
も
阿
部
さ
ん
と
言
葉
を
交
わ

し
た
鈴
木
氏
。そ
の
経
営
哲
学
は
社
長
就
任
の
ず
っ
と

前
か
ら
し
っ
か
り
と
刷
り
込
ま
れ
て
い
た
。

経
営
哲
学
は
変
わ
ら
な
い
が
、独
自
の
や
り
方
も
反

映
さ
せ
て
い
っ
た
。鈴
木
氏
が
以
前
開
発
を
担
当
し
た

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
テ
ア
リ
ン
グ
モ
ン
キ
ー
」。そ
の
考
案

者
、羽
田
氏
が
鈴
木
氏
を
称
し
て「
チ
ョ
イ
ス
型
」と
命

名
し
た
。「
僕
は
経
営
者
に
な
っ
て
も
、自
分
か
ら『
こ
う

し
よ
う
』と
は
言
わ
な
か
っ
た
。代
わ
り
に
み
ん
な
か
ら

意
見
を
聞
き
、そ
の
中
で
最
良
の
案
を
チ
ョ
イ
ス
し
た
。

社
員
に
会
う
と
き
は「
最
近
ど
う
？
」と
言
っ
て
。そ
の

人
が
何
を
や
り
た
い
の
か
聞
き
、良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思

え
ば「
そ
れ
い
い
ね
。や
っ
て
み
れ
ば
」と
焚
き
つ
け
た
」

鈴
木
氏
の
や
り
方
は
自
分
が
グ
イ
グ
イ
引
っ
張
っ
て
い

く「
ド
ラ
イ
ブ
型
」で
は
な
く
、や
る
気
の
あ
る
社
員
に

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
だ
っ
た
。こ
の「
最
近
ど
う
？
」

と
い
う
問
い
か
け
。実
は
創
業
者
の
阿
部
さ
ん
も
口
ぐ

せ
だ
っ
た
。つ
ま
り
鈴
木
氏
は
阿
部
イ
ズ
ム
の
正
統
な
後

継
者
と
し
て
会
社
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

目
的
意
識
の
明
確
化
を
。

現
在
の
デ
イ
ト
ナ
は
、カ
ス
タ
ム
や
ツ
ー
リ
ン
グ
、リ
プ

レ
イ
ス
な
ど
の
商
品
グ
ル
ー
プ
制
を
敷
く
。グ
ル
ー
プ

毎
に
商
品
企
画
と
開
発
、販
売
促
進
を
行
う
。鈴
木
氏

が
組
織
変
革
に
着
手
し
た
き
っ
か
け
は
、不
振
の
四
輪

事
業
の
立
て
直
し
だ
っ
た
。そ
れ
ま
で
企
画
部
・
開
発

部・営
業
部
に
分
か
れ
て
い
た
組
織
を
、四
輪
グ
ル
ー
プ

と
し
て
全
て
ま
と
め
、裁
量
を
与
え
て
自
由
に
や
ら
せ

た
。す
る
と
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
と
な

り
、こ
れ
ま
で
と
違
う
視
点
で
開
発
し
た
商
品
が
ヒ
ッ

ト
し
た
。そ
の
成
功
例
を
範
に
し
て
全
社
の
組
織
を
変

え
た
。グ
ル
ー
プ
内
で
目
的
意
識
が
明
確
化
す
る
こ
と

で
活
性
化
し
、開
発
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
、自
分
で
考
え

る
社
員
が
増
え
て
、結
果
的
に
魅
力
的
な
商
品
開
発
に

つ
な
が
っ
た
。

デ
イ
ト
ナ
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
は
「
ア
メ
ー
バ

型
」組
織
。生
産
工
場
を
持
た
な
い
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業

だ
か
ら
、企
画
力
や
ア
イ
デ
ア
で
何
で
も
形
に
す
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大
き
く
売
り
上
げ
が
落
ち
込

ん
だ
時
、鈴
木
氏
が
取
り
組
ん
だ
の
は
新
規
事
業
部

の
立
ち
上
げ
。「
時
代
が
求
め
る
も
の
は
何
か
」と
全

員
で
考
え
、太
陽
光
発
電
や
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

と
い
っ
た
新
規
分
野
へ
参
入
し
た
。ア
メ
ー
バ
の
よ
う

に
時
代
の
変
化
を
敏
感
に
捉
え
、よ
り
良
い
方
向
へ

変
化
と
進
化
を
す
る
こ
と
で
常
に
デ
イ
ト
ナ
は
成
長

を
し
て
き
た
。

何
で
も
躊
躇
せ
ず
に
や
っ
て
み
る
。

鈴
木
氏
は
２
０
１
６
年
に
現
社
長
の
織
田
氏
に
バ
ト
ン

を
引
き
継
ぎ
、現
在
は
会
長
と
し
て
オ
ー
ト
バ
イ
用
品

店
ラ
イ
コ
ラ
ン
ド
、中
古
バ
イ
ク
パ
ー
ツ
買
取
、販
売
の

ア
ッ
プ
ガ
レ
ー
ジ
ラ
イ
ダ
ー
ス
を
運
営
す
る
ラ
イ
ダ
ー

ス
サ
ポ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
の
経
営
を
担
当
す
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
ラ
イ
ダ
ー
と
デ
イ
ト
ナ
社
員

に
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

「
ラ
イ
ダ
ー
に
は
自
分
の
技
量
に
合
わ
せ
て
、無
理
し

な
い
で
安
全
に
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
。う
ち
の
社

員
に
は
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、我
慢
せ
ず
に
ど
ん

ど
ん
や
れ
ば
っ
て
言
い
た
い
。デ
イ
ト
ナ
が
、ず
っ
と
愛

さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
し
、幅
広
い
こ
と
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
会
社
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。バ
イ

ク
に
限
ら
ず
そ
の
時
に
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

楽
し
ん
で
や
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
ま
す
」

若
い
頃
か
ら
バ
イ
ク
を
い
じ
る
の
が
趣
味
で
、社
内
に

は「
紳
さ
ん
小
屋
」と
呼
ば
れ
る
社
員
が
自
由
に
使
え

る
ガ
レ
ー
ジ
が
あ
る
。バ
イ
ク
や
自
転
車
に
乗
る
の
も

大
好
き
で
、近
年
で
は
サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
を
楽
し
む
た

め
に
ツ
ナ
ギ
を
新
調
し
た
。常
に
自
然
体
で
物
事
を
捉

え
、趣
味
も
仕
事
も
同
じ
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
。会

社
経
営
と
と
も
に
人
生
を
楽
し
む
極
意
を
教
え
て
も

ら
っ
た
気
が
し
た
。

国内最大級のパーツ用品専門店、ライコランド柏店。商品を見て、触って、ライダーが
納得して購入できる環境づくりとライダー同士のコミュニケーションの場を提供する。

鈴木社長時代にデイトナがチャレンジした事業の数々。「DE01」はゆったりポタリングを楽しめる電動アシスト自転車（左上）大人のための街乗りに似合うバイクウェアブランド「HenlyBegins」
「DAYTONA LEATHERS」（右上）いじって眺めて楽しめる「MOTORCYCLE GARAGE」（左下）欧州No.1ヘルメットメーカー「NOLAN」（右下）

鈴木氏が社長時代に新規に立ち上げた
エネルギー事業。本社内に800kw級
の太陽光発電施設を設置する。テスト
コースは茶ミーティングの試乗会会場と
してもお馴染みで、パーツ開発の現場
をニューマシンとともに味わえる。

常
に
成
長
す
る
こ
と
。成
長
を
目
指
し
て
何
で
も
や
って
み
る
。

エンシュージアスト経営学

2009年から始まった静岡・森町 茶ミーティング。茶処の雰囲気が好評で、多くのライ
ダーがイベントを楽しむ。

鈴木会長（左）が進めてきた阿部イズムと成長のバトンは現・織田社長（右）に確実に引
き継がれている。
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遠州の銘品
東海楽器製造株式会社　

「YOTARO」 &「SAKURA」
TOKAI with EnshuSiast
COLLABORATION MODEL

古くからファンを虜にしてきたTOKAIのプレミアムシリーズが
さらなる進化を遂げた。
木材の選別、加工から組み立てまで、すべて遠州のクラフト
マンにより行われる完璧なパーツをビルトインした最高峰モ
デルと、エンシュージアストがコラボレーション。同じ遠州の
画家、世太郎氏のイラストをボディに施した「YOTARO」タイ
プと、日本の象徴的な「美」である桜の花をマテリアル化した

「SAKURA」バージョン。ともにオーダーメイドで作られる生粋
の「メイド・イン・遠州」モデルである。

「YOTARO」モデル／AST-PoCプロトタイプ
「SAKURA」モデル／SG152-SKRプロトタイプ
※詳細はお問い合わせください。

東海楽器製造株式会社
南区遠州浜2-26-10
ホームページURL    �http://www1.odn.ne.jp/tokaigakki/

http://www.40factory.com

発売元
東海楽器製造株式会社
〒430-0835 
静岡県浜松市南区遠州浜2-26-10
TEL 053-425-2800
FAX 053-426-1574

詳しくは
こちらから

クロマハープ(ナチュラル)

NCH-3N N
¥86,900(税込)
NCH-3N-P N(ピエゾ付)
¥122,100(税込)

クロマハープ(ナチュラル)

NCH-3N N
¥86,900(税込)
NCH-3N-P N(ピエゾ付)
¥122,100(税込)

クロマハープ

®
楽器未経験の方でも
その日から弾ける!
クロマハープはこれまで楽器の経験がない方
でも左手でコードバーのボタンを押して右手で
弾く、これだけで充分です。子どもから大人まで
誰にでも気軽に楽しめます。

クロマハープ(サンバースト)

NCH-2S SB
¥72,600(税込)
NCH-2S-P SB(ピエゾ付)
¥107,800(税込)

クロマハープ(サンバースト)

NCH-2S SB
¥72,600(税込)
NCH-2S-P SB(ピエゾ付)
¥107,800(税込)

マンブルズ広告
（¥25,000）
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い
つ
で
も
、ど
こ
で
も

温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
爽
快
感
を
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
使
用
す
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
温
水
シ
ャ

ワ
ー
が
オ
グ
シ
ョ
ー
よ
り
販
売
開
始
。ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
野
外
に
持
ち
運
び
、そ
の
場
で
汗
や
汚
れ

を
温
水
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流
せ
る
画
期
的
な
商
品
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
シ
ー
ト
張
替
え
で

自
分
の
個
性
を
演
出
し
よ
う
。

バ
イ
ク・ク
ル
マ・自
転
車
の
シ
ー
ト
張
替
え
を
専
門
と
す

る
ス
プ
ラ
ウ
ト
。シ
ョ
ー
モ
デ
ル
の
シ
ー
ト
製
作
も
多
数

担
当
、そ
の
技
術
は
折
り
紙
付
き
。愛
車
の
シ
ー
ト
を
張

替
え
て
、自
分
仕
様
に
カ
ス
タ
ム
し
て
は
？

毎週のようにレコード屋の棚を漁っていると、100回に1回ぐらいはお

宝（人によってその価値は変わりますが）に出会うことがあります。そ

こで今回は自分の独断と偏見で、昭和を代表するアイドルグループ、

キャンディーズに関する珍盤を紹介したいと思います。

昭和53年、まだ人気絶頂だったキャンディーズが後楽園球場で解散コ

ンサートを行った1年後、当時のディスコブームに便乗して企画、発売

されたのが「キャンディーズ・ディスコ・ヒート」というアルバムで、ディ

スコ調に編曲されたキャンディーズの名曲をクリスタル・スリーという

謎の女性3人組が歌ったノースハリウッド（USA）録音の盤です。

このクリスタル・スリーというグループはネットで調べても、このLPと

シングルカットされた1枚のEP以外出てこないので、B級感満載です

が、そこは一応ハリウッドの方なので一流ミュージシャンということに

しておきます（このグループについてご存知の方はご教授お願いし

ます）。

歌詞を英訳し、曲調もディスコ化、全編ダンサブルに仕上がってお

り、今聴いても十分にかっこいい。個人的には名曲「春一番」のアレ

ンジが秀逸と感じました。

しかし日本のアイドルである「キャンディーズ」というネームに釣ら

れて購入してしまったリスナーに聴きやすいようにした配慮なのか、

時々歌詞の一部がローマ字読みの怪しい日本語で歌われるというな

んとも奇妙な仕上がりになってしまっています（諸先輩方なら「ディ

スコお富さん」など記憶にあるかと思います）。

いやぁ、いい。昭和の音楽って本当にいいものですね・・・と、まあ自分

がこうやって熱く語っても、実際ほとんどの人は話を聞いてくれませ

ん。でもそれこそがマニア道。来週も再来週も時間の許す限り、遠州

中のレコード屋に未だ見ぬお宝を探しに行ってまいります。

音楽マニアのツインズ平松が送る謎のコラム。
音楽産業がのりにのっていた昭和の時代にしか
発売しえなかった珍盤・奇盤（ようするにゲテモ
ノ）レコードを毎回紹介していきます。

※編集部注：次回があるとは限りません

家
庭
菜
園
を
も
っ
と
楽
し
く

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
。

遠
州
森
町
の（
株
）デ
イ
ト
ナ
か
ら
発
売
さ
れ
た
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー（
耕
う
ん
機
）「
Ｄ
Ｃ
２
Ｓ
」。

ラ
イ
ダ
ー
の
心
を
く
す
ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
や
、振
動
を
吸
収

す
る
リ
ン
ク
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

家
庭
菜
園
が
よ
り
楽
し
く
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

E N S H U S I A S T
I

N
F

O
R

M
A

T
I

O
N

ホットシャワーシステム　https://www.ogushow.co.jp/hot-shower/

株式会社スプラウト　
https://sprout.co.jp/

ドはドーナツのド
ツインズ平松

イラスト：わたたく

（株）デイトナ「DC25」　
https://myfarm-daytona.jp
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最
近
サ
ウ
ナ
が
熱
い
っ
て
話
題
で
す
ね
。

「
サ
道
」な
ん
て
言
葉
ま
で
産
ま
れ
て
る
そ

う
で
す
よ
。漫
画
原
作
で
ド
ラ
マ
化
ま
で

さ
れ
た
り
と
、何
か
と
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
こ
ん
な
ご
時
世
、密
室
た
る
サ

ウ
ナ
に
足
を
運
ぶ
の
も
少
し
だ
け
憚
ら
れ

る
。そ
こ
で
さ
ら
な
る
注
目
を
集
め
た
の

が「
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
」な
る
も
の
。

　
屋
外
で
専
用
テ
ン
ト
を
設
営
し
、そ
の

中
で
薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て
サ
ウ
ナ
ス
ト
ー

ン
を
加
熱
、そ
こ
に
水
を
か
け
て
蒸
気
を

起
こ
す
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
」が
こ
れ
だ

そ
う
で
す
。

　
室
温
は
60
〜
1
1
0
度
ほ
ど
で
、水
を
サ
ウ
ナ
ス

ト
ー
ン
に
か
け
る
行
為
は
本
場
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は「
ロ

ウ
リ
ュ
」と
呼
ば
れ
、蒸
気
で一
気
に
体
感
温
度
が
上
が

り
ま
す
。ド
イ
ツ
で
は「
ア
ウ
フ
グ
ー
ス
」と
言
う
そ
う

で
、ス
タ
ッ
フ
が
タ
オ
ル
な
ど
で
蒸
気
を
扇
い
で
利
用
者

の
発
汗
を
促
す
ん
だ
と
か
。

　
そ
し
て
ガ
ン
ガ
ン
に
温
ま
っ
て
汗
腺
爆
発
し
た
ら
水

風
呂
代
わ
り
に
、川
へ
ド
ボ
ン（
冬
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
雪
に
突
っ
込
む
強
者
も
居
る
よ
う
で
す
）。身
体
を

一
気
に
冷
や
し
、温
冷
交
互
浴

を
楽
し
み
ま
す
。そ
こ
で
俗
に

言
う「
整
う
」感
覚
に
な
る
わ

け
で
す
。

　
な
ぜ
私
が
こ
ん
な
に
サ
ウ
ナ

に
詳
し
く
な
っ
た
か
と
言
え

ば
、こ
の
夏
に
ま
さ
に
テ
ン
ト

サ
ウ
ナ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
か
ら
で
す
。元
々
風
呂
好
き

で
、サ
ウ
ナ
も
温
泉
施
設
で
は

よ
く
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
も
興
味
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、専
用
品
を一
式
揃
え
る
と
な
か
な
か

の
お
値
段
。本
場
の
も
の
な
ら
30
万
円
台
、お
安
め
の

物
で
も
10
万
円
前
後
が
相
場
で
す
。そ
こ
で
入
念
に
下

調
べ
す
る
で
も
な
く
、「
と
り
あ
え
ず
」な
る
べ
く
手
持

ち
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ギ
ア
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。

　
使
っ
た
の
は
サ
ウ
ナ
専
用
の
テ
ン
ト
で
は
な
く
、廉
価

な
煙
突
対
応
の
ワ
ン
ポ
ー
ル
テ
ン
ト
で
す
。以
前
か
ら
愛

用
し
て
い
る
屋
外
用
キ
ッ
チ
ン
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
ス
テ
ン

レ
ス
鍋
を
セ
ッ
ト
し
、そ
こ
に
焼
い
て
も
爆
ぜ
な
い
溶
岩

石
を
並
べ
て
雰
囲
気
を
出
し
ま
し
た（
笑
）。こ
こ
に
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
を
混
ぜ
た
水
を
柄
杓
で
垂
ら
し
て
ロ
ウ

リ
ュ
！
室
温
も
1
0
0
度
近
く
ま
で
達
し
て
ホ
ク
ホ
ク

で
す
。そ
し
て
、12
分
計
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
て
川
に
ド
ボ
ン
。

　
流
れ
の
穏
や
か
な
川
べ
り
を
見
つ
け
て
そ
こ
で
の
ん

び
り
ぷ
か
ぷ
か
漂
っ
て
い
る
と
、サ
ウ
ナ
の
水
風
呂
と
も

違
う
、と
ん
で
も
な
い
爽
快
感
に
包
ま
れ
る
と
い
う
寸

法
で
す
。ち
ょっ
と
怪
し
い
で
す
ね（
汗
）

　
と
言
う
わ
け
で
、思
い
の
外
上
手
く
行
き
ま
し
て
、

テ
ス
ト
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
友
人
達
に
も
大
好
評

で
し
た
。そ
こ
か
ら
調
子
に
乗
っ
て
あ
れ
こ
れ
揃
え
る

う
ち
に
、チ
ー
プ
な
雰
囲
気
な
が
ら
も
本
格
サ
ウ
ナ
に

負
け
な
い
、さ
ら
に「
整
う
」設
備
に
仕
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。

　
も
し
サ
ウ
ナ
好
き
の
ア
ウ
ト
ド
ア
マ
ン
な
読
者
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

下
さ
い
。新
し
い
世
界
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。

やまもとゆういちろう・1985年生まれ・大手発動
機メーカー勤務後、老舗自転車店にて修行。その
後独立し、現在は自転車店「Green Cog」店主。
バイクも大好きで最近ヤマハXSR155を購入。

乗り物と素材とそのほかの話

整った⁉
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　「
コ
ロ
ナ
禍
」と
い
う
文
字
を
見
な
い
日
が
無
い
今
日

こ
の
頃
、皆
様
は
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？一
日

で
も
早
く
、ご
く
当
た
り
前
の
日
常
が
戻
る
事
を
心
よ

り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
本
題
で
す
。自
分
は
20
代
前
半
の
頃
か
ら
、大

型
バ
イ
ク
に
ど
っ
ぷ
り
の
生
活
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
買
っ
た
大
型
バ
イ
ク
は
モ
ト
グ
ッ
チ

1
1
0
0
ス
ポ
ル
ト
、か
な
り
癖
が
強
い
バ
イ
ク
で
慣
れ

る
ま
で
に
相
当
な
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。故
障
も
多

く
手
が
か
か
り
可
愛
か
っ
た
で
す
。ビ
ッ
グ
ス
ク
ー
タ
ー

を
挟
み
、の
ち
に
購
入
し
た
の
が
ド
ゥ
カ
テ
ィ
の
モ
ン
ス

タ
ー
9
0
0
。か
な
り
無
茶
な
ロ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
も

行
っ
て
、楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、我
が
家
に
愛
犬
を
迎

え
て
か
ら
休
み
の
過
ご
し
方
が
愛
犬
を
連
れ
て
ド
ラ
イ

ブ
お
散
歩
に
変
化
し
、バ
イ
ク
に
乗
る
機
会
が
激
減
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、止
む
無
く
手
放
し
た
の
が
7
〜
8

年
前
。以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い「
バ
イ
ク
の
無
い
生

活
」を
し
ば
ら
く
し
て
き
ま
し
た
が
、当
店
に
御
来
店
さ

れ
る
色
々
な
バ
イ
ク
に
刺
激
を
受
け
て
、つ
い
に
リ
タ
ー

ン
ラ
イ
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
イ
ク
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
考
え
た
の
が
、今
ま

で
の
よ
う
な
大
型
バ
イ
ク
を
買
っ
て
も
、同
じ
よ
う
に
乗

る
機
会
が
少
な
い
の
で
は
？
と
い
う
点
。そ
こ
で
思
っ
た

の
が
、こ
の
際
だ
か
ら
バ
イ
ク
と
の
付
き
合
い
方
を
変
え

よ
う
！！
と
い
う
事
。

　
レ
ジ
ャ
ー
バ
イ
ク
で
な
く
働
く
バ
イ
ク
＋α
程
度
の

バ
イ
ク
に
す
れ
ば
、毎
日
の
仕
入
れ
と
通
勤
＋
休
み
の

日
の
近
場
ツ
ー
リ
ン
グ
も
で
き
る
し
、乗
る
機
会
も
多

く
な
る
な
と
チ
ョ
イ
ス
し
た
の
が
ク
ロ
ス
カ
ブ
1
1
0

で
す
。原
付
二
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
乗
っ
た
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、ま
ぁ
こ
れ
が
便
利
便
利
。「
ザ
、普
段
の

足
」と
い
う
感
じ
で
、乗
る
ま
で
の
気
合
い
が
要
ら
な
い

し
、軽
い
か
ら
取
り
回
し
が
楽
ち
ん
。

　
任
意
保
険
も
車
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
イ
ク
特
約
で
O
K

だ
し
、当
然
車
検
も
無
い
、燃
費
は
リ
ッ
タ
ー
60
キ
ロ
以

上
走
る
。と
に
か
く
維
持
費
が
安
い
で
す
。

　
先
日
、浜
松
↓
名
古
屋
間
を
往
復
ツ
ー
リ
ン
グ
し
て

き
ま
し
た
が
、大
型
バ
イ
ク
な
ら
半
日
も
か
か
ら
な
い
工

程
が
ク
ロ
ス
カ
ブ
だ
と
丸一日
の
大
冒
険
に
な
り
ま
す
。

一般
道
を
ひ
た
す
ら
ト
コ
ト
コ
約
2
6
0
キ
ロ
、ノ
ー
ス
ト

レ
ス
で
ほ
ど
よ
い
ク
ッ
タ
リ
感
が
心
地
よ
く
、ガ
ソ
リ
ン
代

は
往
復
で
5
0
0
円
程
。

　
大
型
バ
イ
ク
の
、有
り
余
る
パ
ワ
ー
の
中
か
ら
必
要
な

分
だ
け
を
使
っ
て
走
る
優
越
感
も
楽
し
い
で
す
が
、原

付
二
種
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
夢
の
あ
る
乗
り
物
だ
っ
た

と
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
、こ
れ
は
長
い
お
付
き
合
い
に
な
り

そ
う
な
予
感
で
す
。

よしまつおさむ・1973年製・2016年12月、超思い
切って脱サラし浜松市南区にGSバーガーを開業。
金のかかる趣味ばかりで、結婚してからは仙人のよ
うな生活をしております。

最近思った事、ずっと思ってる事。

素晴らしきかな原付二種

芳松 鎮
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お
疲
れ
様
で
す
。世
の
中
は
め
っ
き
り
秋
め
い
て

き
ま
し
た
ね
。今
日
も
お
仕
事
で
専
門
学
校
の
授
業

に
行
っ
た
の
で
す
が
、そ
こ
の
学
生
に「
今
日
も
半

袖
・
短
パ
ン
っ
て…

…

40
度
の
猛
暑
日
と
同
じ
格
好

じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
。季
節
感
が
な
く
て
ム
カ
つ

く
。ど
う
か
し
て
る
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
分
よ
り
二
十
歳
も
下
の
子
に
言
わ
れ
る
と

…
…

あ
な
が
ち
悪
い
気
も
し
な
い
も
の
だ
な
、と
。

そ
う
か
、も
う
秋
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
る

の
だ
な
、と
し
み
じ
み
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

　
さ
て
、今
回
は
！
前
回
ま
で
３
話
に
渡
り「
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
撮
影
の
楽
し
さ
」を
狂
っ
た
よ
う
に
語
り

続
け
、読
者
の
皆
さ
ま
も
思
わ
ず
目
を
覆
い
た
く

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。も
う
こ
れ
以
上
榑
林
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
論
を
聞
き
た
く
は
な
い
と
。意
味
が

わ
か
ら
な
い
と
。吐
き
気
が
す
る
と
。ご
安
心
め
さ

れ
い
、今
回
は
な
ん
と
ブ
ツ
撮
り
！
商
品
撮
影
に
付

い
て
や
み
く
も
に
語
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
こ
れ
ま
で
人
は
も
ち
ろ
ん
、お
仕
事
と
し
て

た
く
さ
ん
の
商
品
を
撮
影
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
タ
イ
ヤ
の
チ
ェ
ー
ン
各
種
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
、婦

人
靴
、ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、コ
ス
メ
、携
帯
用
イ
ス
に
サ

ラ
ダ
油
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
名
刺
に
Ｔ
シ
ャ
ツ…

こ
こ

に
食
べ
物
を
加
え
る
と
、あ
げ
る
だ
け
で
今
回
は
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
ま
ず
は
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の

商
品
か
ら
。

　
常
日
頃
か
ら「
人
を
撮
り
た
い
人
を
撮
り
た
い
」と
呪

文
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
て
お
り
ま
す
が
、実
は
商
品
撮
影

も
同
じ
よ
う
に
大
好
き
な
ん
で
す
。

　
ス
タ
ジ
オ
で
照
明
を
組
み
、撮
影
代
の
上
に
商
品

を
乗
せ
る
。真
っ
白
い
空
間
の
中
で
、商
品
た
ち
は

う
っ
す
ら
黄
色
い
モ
デ
リ
ン
グ
ラ
ン
プ
に
照
ら
さ

れ
る
。そ
の
目
の
前
で
三
脚
と
カ
メ
ラ
を
構
え
れ

ば
、さ
な
が
ら
何
か
の
儀
式
の
よ
う
。

　
そ
う
ま
さ
に
ブ
ツ
撮
り
と
は
儀
式
な
の
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
は
、商
品
と
の
語
ら
い
が
始
ま
り
ま

す
。「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」「
ア
レ
？
ど
こ
か

で
逢
っ
た
？
」「
肌
ツ
ヤ
良
い
で
す
ね
」「
結
構
付
き

合
い
た
い
タ
イ
プ
か
も
」「
一
緒
に
暮
ら
さ
な
い

か
」。そ
う
し
て
お
互
い
を
知
っ
て
い
く
う
ち
に
、気

付
け
ば
ブ
ツ
撮
り
と
い
う
儀
式
は
し
め
や
か
に
終

わ
り
を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
集
中
し
て

語
ら
い
ま
す
の
で
、終
わ
る
頃
に
は
汗
び
っ
し
ょ

り
、膝
か
ら
崩
れ
落
ち
ん
ば
か
り
の
疲
労
度
。そ
の

疲
労
度
こ
そ
が
、商
品
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
え
た

証
拠
な
の
だ
と
、今
で
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
商
品
撮
影
な
ん
て
チ
マ
チ
マ
し
て
て
面
白
く
な

い
だ
と
か
、動
か
な
い
か
ら
つ
ま
ら
な
い
だ
と
か
言

う
人
は
一
度
婦
人
靴
や
サ
ラ
ダ
油
の
気
持
ち
を
考

え
て
み
れ
ば
い
い
。き
っ
と…

き
っ
と
彼（
彼
女
）ら

だ
っ
て
一
生
に
一
度
く
ら
い
、キ
レ
イ
に
撮
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
か
ら
。……

違
い
な
い…

は
ず
だ
か
ら…

。た
ぶ
ん
。き
っ
と
。

くればやしたけとし・フォトグラファー
1980年生まれ。実家は父の代からの町の写真屋さん
で、幼少の頃からカメラを玩具代わりに育つ。お仕事
とは別にライフワークとして『毎日（というほどでもな
い）ポートレート』を撮り続けている。

榑林の日常写飯 ～ブツ撮りはそれでもf８～

GS偏愛コラム
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商品撮影…それは儀式。

榑林 武俊
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み
な
さ
ん
、ど
う
も
こ
ん
に
ち
は
ー
！
新
し
い
執
筆

家・直
子
デ
ス
。ど
ん
な
小
話
を
綴
っ
て
い
こ
う
か
考
え

て
い
た
の
で
す
が
…「
エ
モ
い
」お
話
を
！

　
エ
モ
い
と
は
、最
近
の
若
者
言
葉
で「
こ
と
ば
で
は
表

せ
な
い
感
情
が
高
ぶ
っ
た
状
態
の
こ
と
」だ
そ
う
。

2
0
1
6
年
に
新
語
大
賞
を
取
っ
た
、「
ほ
ぼ
ほ
ぼ
」に

次
い
で
第
2
位
。ち
な
み
に
第
3
位
は
、「
ゲ
スい
」で
し

た
！
で
は
、エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
お
話
を
徒
然
と
。

　
わ
た
し
の
夫（
ジ
ャ
イ
ア
ン
風
）は
、と
て
も
器
用
な

人
。明
る
く
て
優
し
く
て
。長
年
独
り
身
の
経
歴
も
有

り
、「
ほ
ぼ
ほ
ぼ
」身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
ち
ゃ

ち
ゃっ
と
こ
な
し
て
し
ま
う
人
。一
般
的
に
良
く
出
来
た

夫
。が
、し
か
し
！
や
は
り
結
婚
し
た
ら
、妻
の
扱
い
が

雑
に
な
っ
た
気
が
す
る
。（
あ
る
あ
る
話
）

　
そ
う
、彼
は
と
て
も
理
屈
っ
ぽ
い
人
で
割
り

と
永
い
言
い
訳
を
す
る
も
ん
だ
か
ら
口
ゲ
ン
カ

に
な
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
。な
ぜ
、相
手
の
気
持

ち
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
？

　
オ
レ（
夫
）が
相
手
の
気
に
触
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
ま
っ
た
の
な
ら
、オ
レ
が
ま
た
同
じ

こ
と
を
し
な
い
よ
う
な
環
境
や
や
り
方
を（
妻

が
）変
え
れ
ば
い
い
ん
だ
！
ま
さ
に
ジ
ャ
イ
ア
ン

思
考
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
的
な
ジ
ャ
イ
ア
ン
リ
サ

イ
タ
ル
。も
う「
ぼ
ぇ
〜
〜
」の
極
地
。

　
な
ん
で
？
な
ん
で
そ
う
な
る
の
？
そ
し
て

ま
た
、似
た
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
。こ
の
繰
り
返
し
。

　
男
性
っ
て
い
う
の
は
女
性
の
気
持
ち
を
言
葉
で
言

わ
れ
な
い
と
理
解
で
き
な
い
生
態
な
ん
で
す
か
ね
？
端

か
ら
気
持
ち
に
寄
り
添
え
な
い
感
じ
。夫
よ
、こ
れ
が
ケ

ン
カ
の
原
因
な
の
だ
よ
。

　
共
感
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、も
っ
と「
エ
モ
み
」

を
感
じ
て
付
き
合
っ
て
欲
し
い
。例
え
ば
妻
が
不
機
嫌

に
な
っ
た
時
、ふ
ざ
け
て
な
い
で
、何
が
原
因
な
の
か
よ

〜
く
考
え
て
欲
し
い
。

　
怒
ら
れ
た
ら
ま
ず
…
気
を
つ
け
！
ヘ
ラ
ヘ
ラ
し
な

い
！
歯
を
見
せ
な
い
！
ち
ゃ
ん
と
し
て
！
真
剣
に
不
機

嫌
な
妻
の
話
を
と
り
あ
え
ず
聞
く
こ
と
！

　
世
の
中
も
っ
と
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
る
奥
様
た
ち
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、基
本
は
こ
れ
。夫
婦
間

の
話
だ
け
で
な
く
、男
女
の
付
き
合
い
に
は
、こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
な
基
本
な
の
で
す
。男
性
は
い
っ
た
ん
、女

性
の
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
て
受
け
入
れ
た
の
ち
に
、発

言
す
る
べ
き
。恋
愛
が
う
ま
く
い
か
な
い
そ
こ
の
あ
な

た
！
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
実
践
し
て
み
て
。

　
そ
し
て
も
う
一つ
オ
マ
ケ
。女
子
会
は「
ゲ
ス
い
」と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、実
は
女
子
会
ネ
タ
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、第
一
位・話
題
の
ア
イ
ド
ル
の
話（
も
ち
イ
ケ
メ
ン
男

性
）76
％ 

、第
ニ
位・筋
ト
レ
の
話（
ダ
イ
エッ
ト
と
か
も

ね
）13
％ 

、第
三
位・子
供
や
ペッ
ト
の
話（
愛
で
る
も
の

の
話
は
楽
し
い
よ
ね
）11
％ 

。と
、私
が
小
耳
に
は
さ
ん

だ
割
と
信
頼
で
き
る
調
査
結
果
。

　
女
子
会
は「
ゲ
ス
い
」だ
な
ん
て
大
き
な
間
違
い
。男

性（
夫
や
彼
氏
）の
悪
口
な
ん
て
言
っ
て
な
い
、む
し
ろ

登
場
す
ら
し
て
い
な
い
の
が
現
状
な
の
だ
。お
し
ま
い
。

おかもとなおこ・デリシャスキッチン店
主・1987年生まれ・浜松市内のイタリア
ンレストランの店長を経て、GSビル裏
で定食屋を開業。趣味はカポエイラと特
に汚れた靴をきれいに洗うこと。

女はそれを我慢できない

男子諸君！ちょっと聞きなさい！

岡本 直子

Vol.1

GSビルに集う愉快な仲間たち。コーヒーを飲みながら深夜まで続く、少々マニアックなお話など。

エンシュージアスト
オリジナルバーガー
作りました！
P32 のハンバーガー
特集も見てね！

店舗をGSビル北側に移転しました。
以前の場所には新しい仲間のGSジムが入っています。
当店は一本北の道沿いになります。
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アジト石塚
編集部内のマルチスィーパー。デザインはもちろん文章からカメラ、イラストまで担当。
FRP加工から革、銀、粘土など素材を問わずアナログなモノづくりが趣味。知人から譲っ
てもらったオンボロKawasaki Dトラッカー250をいじるのが最近の楽しみ。

ドン・サハラ
エンシュージアスト デザイナー＆エディター。西アフリカのジャンベとブラジルのサンバ、そ
して日本のサザンをライフワークにしている太鼓野郎。愛車はH-D XL883N。エンシュー
ジアスト特攻隊長として、重い体を引きづりながら西へ東へ突撃取材します。

テキサス大沼
エンシュージアスト編集長。20歳でバイクの免許を取り、これまで様々なバイクを所有。
現在の愛車は91年式の900SS。相変わらずオーディオ沼にどっぷり浸かり、この夏念
願の真空管式のアンプを入手。ただし灯入れは涼しくなった秋になりそう・・・。

EnshuSiast
FriendlyShops

The EnshuSiast Magazineは記載のショップにて配布しています。
浜松市中区

印度カレー mana 	 053-458-1773
オフィスヒット	 053-489-3470
CUSTOM FEVER	 053-455-6755
自家焙煎珈琲店 鴨江珈琲	 053-571-2759
川島モータース本店	 053-471-2543
川島モータース元浜店	 053-478-0877
ヘアーアトリエ・キートス	 0120-416-429
くれいじーママ	 053-473-7955
カフェレストランざぼん	 053-441-9820
Sonix	 053-476-6688
タイラレーシング	 053-437-2125
TSUBAKI AUDIO 	 053-471-8181
HighMeal	 053-525-9552
Piste HAIR DESIGN	 053-489-3336
ビストロ・ヒルマン	
PLATERO	 053-456-2957
古橋商会	 053-453-5985
PRECIOUS JUNK	 053-455-5625
ホンダドリーム浜松	 053-412-6330
POPS倶楽部	 053-525-7383
MUMBLES	 053-420-0728
Live House浜松窓枠	 053-451-3035
ROBANOMIMI	 053-471-0022
YSP浜松	 053-465-4545
ヤマハミュージックリテイリング浜松店
	 053-454-4111

浜松市東区
art tool／アートツール	 053-422-7765
アニー コーヒー	 053-581-9777
アビーロード	 053-467-0533
オグショー	 053-421-0122
オートプラザドリーム	 053-411-0819
音楽天国 浜松市野店	 053-462-1059
SWEN浜松店	 053-411-5133
スズキワールド浜松	 053-464-8198
Tickle	 053-467-0160
トライアンフ浜松	 053-422-6711
南海部品浜松店	 053-463-0111
ハーレーダビッドソン浜松	 053-466-3210
b SPACE	 053-422-2055
Huge Motorcycles	 053-411-8334
HYOD PLUS浜松	 053-465-8282
PePe Motorcycles	 053-581-7685
遊楽民	 053-571-0703 

浜松市西区
カワサキ　プラザ浜松	 053-415-1177
コーヒー・ブラックバード	 053-486-0365
DATZ浜松	 053-486-1200
福ちゃん 坪井店	 053-449-5555
福ちゃん 舞阪店	 053-596-3019
ライダースカフェはまなこ	 053-596-3770
4×C	 053-489-3113

浜松市南区
いろどり屋	 053-482-9809
カマラド・ガラージュ	 053-426-2830
KUSHITANI浜松本店	 053-443-1819
Green Cog	 053-441-4250
GS BURGER	 090-8544-5356
GiL HAIR＆SHAVING	 053-548-6454
デリシャスキッチン	 090-6023-9800
ドゥカティ浜松	 053-411-8880
MotoService EDGE	 053-424-8586
Rachel	 053-589-5927

浜松市北区
サンマリノ	 053-523-1185
太鼓屋JALI	 053-523-2986
T-flow	 053-526-0806
長坂養蜂場	 053-524-1183
HORSESHOE-BEND	 053-525-9985
WATTS	 053-526-2261

浜松市天竜区
Spiral	 053-925-6001
本田宗一郎ものづくり伝承館	053-477-4664
マイルストーン	 053-923-1250

磐田市
カフェ レッドローズ	 0538-74-1454
クロスオーディオ	 0538-32-1023
ダイナオガレージ 	 0538-55-6655
KNOTT'S BERRY FARM	0538-35-7003
美容室 カモミール	 0539-62-6077
兵藤楽器磐田店	 0538-37-0354
モトガレージ ベッカク	 0538-38-9094
ライダーハウスKEN	 0538-66-7645

今春、縁があってルノー カングー（初代後期型）を手に入れた。マイカー人生23年、初の
フランス車である。4ATにクセがあったり、ワイパーとウインカーのレバーが逆だったり、
オイルゲージがめちゃくちゃ見難い所についていたり、今まで国産ミニバンしか乗ってこな
かった自分には、びっくりする事だらけだ。しかも、この年代のカングーお決まりの故障であ
る3速に固定されてしまう症状が早速出て、いきなりドック入りだった。と、人に楽しそうに
話をしている自分がいる。思えば今まで会ったエンスーの人たちも同様に、手がかかる事
を楽しげに話していた。2CVが雨漏りしただとか、ビートルの床が抜けたとか。はたまた、
何年もドックに入りっぱなしで乗れないだとか。何故か楽しそうに話す。乗れないのにだ。よ
く「手のかかる子ほど可愛い」とか言うけれど正にそんな感じだろう。普通の人には到底理
解できない事である。電気自動車が自動で走るこのご時世に燃費も悪く、安全装置も付い
てない、エアコンすら付いてないしそもそも乗りたい時にエンジンがかかるかどうかも怪し
い。乗るのにも維持するのにも苦行でしか無く、愛車の機嫌を損ねないように手をかけ続
けるエンスーたち。外から見れば、タチの悪い女に騙されているように見えるかもしれない
が、本人は最高に幸せなラブラブ時間を過ごしている。純愛と言っても過言では無い。そ
う、エンスーとは究極のロマンチスト達の愛の営みなのだ。分かる人にしか分からない世界
であり、興味がある人しか知らなくてもいい世界。だんだん我が家のカングーもフランス娘
に見えてきた。危ない危ない。

クシタニさんの取材で鈴鹿サーキットへ出かけた。土砂降りの東名高速を走り、三重県に
入ったころには晴れ間も見え「今日はイイ絵が撮れるかも」と思ったのもつかの間、取材途
中に再び雨が落ちてきた。後から考えると「確か自分のサーキットデビューも雨の鈴鹿だっ
たな」などと思うが、当日はそんな余裕もなく、いつになく緊張していた。ピークを迎えた
のは、インタビューを一通り終え、撮影のためにピットの内側に入ったとき。スタッフの方か
ら「ここから先はチームスタッフもピリピリしているので」との注意を受ける。ピット内部は
関係者だけが入ることを許される閉ざされた世界。ピットレーンとの行き来に通路はなく、
チームが作業している脇を慎重に通過して、内側に入ることとなる。雨のレーシングコー
ス。ピット前の狭い軒下にかろうじてスペースを見つけ、チームを撮影する。そこには10代
のライダーがイヤホンで音楽を聴きながら、レース前にリラックスする姿。別の選手は椅子
に座りながら、どこを見るでもなく視線を落としている。出走前、直前までマシンの様子を
チェックするメカニックたち。その表情は淡々として、特別気負った感じもないが、和やかな
雰囲気もない。長いこと忘れていた、サーキットを走っていた頃の言葉では語れないピーン
と張ったテンションが蘇ってきた。国際ロードレースでは、その何百倍の真剣さが漂ってい
る。この現場の空気を肌で感じるために自分はここにいる気がした。時間にしてわずか１時
間程度の出来事。撮影を終えてピットの外に出たとき、自分の背中がガチガチにこわばって
いるのを初めて感じた。

SNSでの再会から数ヶ月、帰国後のバタバタも落ち着いたと連絡をもらって、やっとA美と
会うことになった。ネットに上げられた近況でお互いの年齢の重ね具合はわかっていたもの
の、175,200時間のお互い知らない時を抱えているのだ。約束の日まで喜びと不安が交
互に湧き上がり、まるで初デートの前のティーンエイジャーだと自嘲する始末だった。二人
の行きつけだったお店はマスターが亡くなりもう閉店している。お店の駐車場が使えない
時に彼女の車を停めていた、湖畔の公園の駐車場で待ち合わせた。時間はあの頃と同じ
仕事上がりの19：00だ。ゆっくり話もしたかったので車で出かけ、時間より早めに待ち合わ
せ場所に着いた。タバコを一本吸う間も無く、駐車場に一台のバイクが入ってきた。バーチ
カルツイン特有の小気味好い排気音。トライアンフだ。ゆっくりこちらに近づいて来る。（ま
さか・・・）。俺の車に横付けしてゴーグルを取り赤いヘルメットを脱いだのは紛れもなくA美
だった。「久しぶり」。何か声をかけようと口を半開きにしたまま、唖然とする俺より先にA美
が言った。「向こうで免許を取ったの」。渡米中に免許を取って向こうではハーレーに乗っ
ていたと言う。帰国してから俺が昔乗っていた、Wに雰囲気が似ているボンネビル（本来な
ら逆の話だが）を手に入れたそうだ。荷台にネットで固定していた黒いヘルメットを取り出
して彼女は言った。「久しぶりにタンデムしましょう。ただし今日はあなたが後ろね」。「悪く
ないね」。俺はヘルメットを受け取った。そう、悪くない再会だ。まだ少しだけ陽が残る西に
向かって彼女はアクセルを開けた。

新型コロナウイルスの影響で、東京モーターサイクルショーを皮切りに、様々なバイクイベ
ントが中止となり、遠州ライダーの一大イベントでもある「バイクのふるさと in はままつ」も
当然のように中止になってしまいました。そもそも8月19日が語呂合わせで「バイクの日」と
いうのもどうか（実際、暑くて乗れたモンじゃない）と思いますが、その日に合わせて「年に一
回」という超スローペースで発行し続けてきた当エンシュージアストマガジンも、さすがに今
年は無理なんじゃないかと内外から懸念する声もありました。しかし、梅雨明け頃にはコロナ
の影響も多少薄れ、「密」を避けての取材や撮影も可能な状態となり、各方面からのご協力、
ご支援の声に押され、それらにお応えすべく「やっちゃえ、エンシュージアスト」となりました。
発行こそ秋にずれ込みましたが、バイクに乗るには最高の季節です。おかげさまで今回の

「バイクウェア＆ギア特集」などは、とてもタイムリーな記事になりました。
まだまだ遠州の産業と経済が完全復活するには時間がかかりそうですが、バイクを愛でたり、
音楽を聴いたりする時間は今まで以上に増えたのではないかと思います。今回ご登場いた
だいた熱中人は皆元気で、カッコ良くて、パワフルです。どんな状況下でも、できることを模
索し「好きを諦めない」姿勢がひしひしと伝わってきました。
実際、趣味と仕事の両立は難しいものだと思いますが、当スタッフは全員ライダー＆音楽好
きなので、本紙のような編集作業はまったく苦ではありません。そして今年も無事に発行でき
たことを誇りにし、これからも「継続は力なり」で、懲りずにつくり続けていく所存です。

山さん山川
エンシュージアスト編集発行人。（有）キーウエスト クリエイティブ代表。モーターサイク
ルと音楽とデザインをこよなく愛する55歳。愛車はトライアンフT100とカモメ行灯の
スーパーカブ。ヘルメットはラメ入りのArthur Fulmerを日替わりで。  

エンスーの讃歌

お熱いのはお好き？

タンデムナイト sequel

継続は力なり

袋井市
koti by Luomu	 0538-48-5522
JUNK MASTER	 0538-84-7996
SWEN袋井店	 0538-41-2155
兵藤楽器袋井ミュージックセンター
	 0538-42-2037
めがね工房FUJITA	 0538-23-8912
RIDER'S	 0538-43-6005
YSP袋井	 0538-43-4646

掛川市
大石農場ハム工房	 0537-48-5618
しばちゃんランチマーケット	 090-2342-2725
ならここキャンプ場	 0537-25-2055
Rise Burger	 0537-29-6613
LEFTY BOND	 0537-26-9068

菊川市
アイアンクラフト	 0537-26-9900

御前崎市
Cookhouse椿	 0537-86-7150
コピポット（ＫＯＰＩＰＯＴ）	 0548-63-6620

湖西市
杉浦タイヤ商会	 053-594-1728
はまなこ みんなのカフェ	 053-578-3888
BONZO COFFE	 053-528-7686

愛知県豊橋市
福ちゃん 大岩店	 0532-43-0787
福ちゃん 二川本店	 0532-41-7019

東三河地区
バイクサポートFTW	 0532-88-6011
バイクショップZAPPER	 0532-32-7576
FULL HOUSE	 0532-35-6684

FromEditors
編集後記のような話

協力：
ぺぺモーターサイクルズ
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住所:豊橋市大岩町東畑69-2
TEL:0532-43-0787

住所:豊橋市雲谷町川通り23-70
TEL:0532-41-7019

住所:浜松市西区舞阪町浜田479
TEL:053-596-3019

福ちゃん
舞阪店

住所:浜松市西区坪井町4383-2
TEL:053-449-5555

福ちゃん
坪井店

カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
…

マ
ス
タ
ー
（
以
下
マ
）
：
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

ド
ン
さ
ん
。

ド
ン
さ
ん
（
以
下
ド
）
：
お
う
、
マ
ス
タ
ー

い
つ
も
の
ね
。

マ
：
は
い
。
い
つ
も
の
ブ
レ
ン
ド
ね
。
ど

う
し
た
の
？
い
き
な
り
写
真
な
ん
て

撮
り
だ
し
て
。

ド
：
い
や
ー
、
最
近
イ
ン
ス
タ
に
凝
っ

ち
ゃ
っ
て
ね
〜
。

マ
：
へ
〜
意
外
だ
ね
〜
ド
ン
さ
ん
。
そ
う

い
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く
活
用
し

て
い
る
老
舗
の
喫
茶
店
が
あ
る
よ
。

ド
：
佐
鳴
台
に
あ
る
「
喫
茶
店
ヒ
コ
ウ

ビ
ラ
ン
」
だ
ろ
？
イ
ン
ス
タ
毎
日

チ
ェ
ッ
ク
し
て
る
よ
。
老
舗
な
の
に

珍
し
い
よ
な
。

マ
：
そ
う
そ
う
。
チ
ェ
ー
ン
店
で
も
な
い

限
り
老
舗
の
喫
茶
店
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
す
る
っ
て
珍
し
い
ん
だ
け
ど
「
ヒ

コ
ウ
ビ
ラ
ン
」
さ
ん
は
時
代
に
合
わ

せ
て
る
お
店
だ
ね
。

ド
：
そ
う
い
え
ば
、
お
店
の
看
板
に
は

１
９
７
８
年
創
業
っ
て
書
い
て
あ
っ

た
な
。

マ
：
今
年
で
創
業
42
年
だ
ね
。
確
か
今
の

店
長
が
二
代
目
じ
ゃ
な
い
か
な
。
実

は
「
ヒ
コ
ウ
ビ
ラ
ン
」
さ
ん
は
浜
松

に
あ
る
管
工
事
会
社
の
レ
ス
ト
ラ
ン

事
業
部
が
経
営
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

老
舗
の
喫
茶
店
と
し
て
は
珍
し
い
経

営
形
態
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ド
：
そ
り
ゃ
知
ら
な
か
っ
た
。
て
っ
き
り

個
人
経
営
か
と
思
っ
て
た
よ
。

マ
：
僕
は
今
の
店
長
も
顔
見
知
り
だ
け

ど
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
で

働
い
て
い
た
店
長
が
先
代
と
縁
が

あ
っ
て
10
年
く
ら
い
前
に
店
長
を
受

け
継
い
だ
経
緯
が
あ
る
み
た
い
だ

よ
。

ド
：
確
か
に
、
そ
ん
ぐ
ら
い
の
時
期
に
雰

囲
気
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
覚
え
が

あ
る
な
ー
。

マ
：
ま
だ
30
代
で
若
い
の
に
こ
だ
わ
り
の

あ
る
店
長
で
ね
。
料
理
に
妥
協
し
な

い
あ
の
姿
勢
に
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ド
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
毎
日
綺
麗
で
旨
そ
う
な

料
理
を
ア
ッ
プ
し
て
る
も
ん
な
。

マ
：
無
農
薬
野
菜
を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り

の
料
理
だ
か
ら
ね
。
会
社
に
自
家
農

園
が
あ
る
み
た
い
で
、
そ
こ
で
栽
培

さ
れ
た
安
心
・
安
全
の
野
菜
が
届
く

ら
し
い
よ
。

ド
：
駐
車
場
も
お
店
も
広
く
て
居
心
地
が

い
い
か
ら
、
俺
も
た
ま
に
バ
イ
ク
仲

間
と
飯
を
食
い
に
行
く
ん
だ
よ
。

マ
：
以
前
店
長
に
会
っ
た
時
に
言
っ
て
た

け
ど
、
ド
ン
さ
ん
み
た
い
な
バ
イ
ク

の
お
客
さ
ん
や
自
転
車
で
の
お
客
さ

ん
が
今
後
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
駐
輪
場
を
作
る
計
画
も
あ
る
ら

し
い
よ
。

ド
：
外
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
テ
ラ

ス
席
も
あ
っ
た
り
し
て
、
う
ま
く
時

代
に
マ
ッ
チ
し
て
る
よ
ね
。

マ
：
常
連
の
お
客
さ
ん
を
大
事
に
し
つ

つ
、
新
し
い
お
客
さ
ん
に
も
満
足
し

て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
し
て
る
の
が

伝
わ
る
よ
ね
。
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を

作
っ
た
り
し
て
、
老
若
男
女
全
て
の

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
っ
て

い
う
気
概
を
感
じ
る
ね
。

ド
：
そ
う
い
え
ば
前
か
ら
気
に
な
っ
て
た

ん
だ
け
ど
、
店
名
の
「
ヒ
コ
ウ
ビ
ラ

ン
」
の
由
来
っ
て
マ
ス
タ
ー
知
っ
て

る
？

マ
：
う
ー
ん
、
確
か
な
情
報
じ
ゃ
な
い
だ

け
ど
ね
。
あ
そ
こ
ら
辺
は
昔
「
彦
尾

村
」
っ
て
言
っ
て
た
ら
し
い
ん
だ
。

そ
こ
か
ら
「
彦
尾
村
」
→
「
ヒ
コ
オ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
→
「
ヒ
コ
ウ
ビ
ラ
ン
」

に
な
っ
た
ら
し
い

4

4

4

ん
だ
け
ど
…

ド
：
マ
ス
タ
ー
で
も
知
ら
な
い
事
が
あ
る

ん
だ
ね
〜
。

マ
：
中
々
当
時
を
知
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
か
ら
ね
〜
。
当
時
と
い
え

ば
、
昔
は
周
り
に
お
店
が
少
な
く
て
、

デ
ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
で
賑

わ
っ
て
た
よ
。
お
店
に
ピ
ン
ク
電
話

が
あ
っ
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
お
客
さ

ん
に
か
か
っ
て
く
る
み
た
い
な
。

ド
：
懐
か
し
い
！
俺
も
約
束
の
時
間
か
ら

遅
れ
そ
う
に
な
る
と
、
お
店
に
電
話

し
て
取
り
次
い
で
も
ら
っ
た
も
ん
。

マ
：
そ
ん
な
ド
ン
さ
ん
が
、
今
じ
ゃ
ス
マ

ホ
で
イ
ン
ス
タ
ッ
て
言
う
ん
だ
か

ら
、
ド
ン
さ
ん
も
時
代
に
合
わ
せ
て

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
る
ね
〜
。

ド
：
ま
だ
ま
だ
ナ
ウ
な
ヤ
ン
グ
に
は
負
け

ん
よ
。

喫茶店ヒコウビラン
浜松市中区佐鳴台一丁目 15-28
TEL/053-440-8008
営業時間/AM9:00〜PM9:00（L.O. 8:30）
定休日/ 木
http://www.hikoubiran.com/

時
代
に
合
わ
せ
て

変
化
す
る
老
舗
喫
茶
論

浜
松
市
内
の
一
角
に
あ
る
、知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
喫
茶

「
喫
茶
ゆ
る
は
ま
」
に
は
、昭
和
の
時
代
か
ら
遠
州
の
喫

茶
文
化
を
見
続
け
て
き
た
名
物
マ
ス
タ
ー
と
地
元
を
愛

す
る
常
連
客
ド
ン
さ
ん
が
、遠
州
の
喫
茶
文
化
に
つ
い

て
毎
日
雑
談
し
て
い
ま
す
。

文：ドン・サハラ

絵：ミキ・ヤマシタ

vol.6

マスター
昭和の高度成長期から浜松市で

「喫茶ゆるはま」を営んでいる
名物マスター。遠州地域の喫茶
文化に造詣が深い。寡黙だが人
の話を聞くのが上手。

常連客ドンさん
「喫茶ゆるはま」の常連客。喫茶
店が大好きで、遠州地域の喫茶店
に足しげく通い、マスターに話
を聞いてもらいにくる変わり者。
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